ぬすびと 

恋と 病 熱 

春と 修羅 

春光 呪咀 

有 明 

陽 ざしと かれくさ 

雲の 信号 

風景 

習作 

休 S 



青い 槍の 葉 

報告 

風景 観察 官 

岩 手 山 

高原 

印象 

高級の 霧 

1 裏 J .1ョ 一 

天然 誘 接 

はらたい けんば ひれん 

原 体 <w< 舞 連 

グランド 電柱 



噴火 湾 (ノ クタ ー ン) 

風景と ォ ルゴ ー ル 

不 貪慾 戒 

雲と はんのき 

宗教 風の 恋 

風景と ォ ルゴ— ル 

風の 偏 倚 

昴 

第 四 梯形 

火薬と 紙幣 

過去 情炎 



亨 



わたくしと いふ 現象 は 

仮定され た 有機 交流 電 燈 の 

ひとつの 青い 照明です 

(あらゆる 透明な 幽霊の 複合 体) 

風景 やみん なと い つし よに 

せ はしく せ はしく 明滅しながら 

いかにも たしかに ともりつ づける 



因果 交流 電燈の 

ひとつの 青い 照明です 

(ひかり はた もち その 電燈は 失 はれ) 

これら は 一 一十一 一箇月の 

過去と かんずる 方角から 

紙と 鉱質 インク を つらね 

(すべ てわたく しと 明滅し 

みんなが 同時に 感ずる もの) 

ここまで たもちつ、 V けられた 

かげと ひかりの ひとくさり づ つ 



そのと ほりの 心象 スケッチです 

これらに ついて 人 や 銀河 や 修羅 や 海胆 は 

宇宙塵 をた ベ または 空気 や 塩水 を 呼吸しながら 

それぞれ 新鮮な 本体論 もかん が へ ませう が 

それら も 畢竟 こ、 ろの ひと つの 風物です 

た 5- たしかに 記録され た これらの けしき は 

記録され た そのと ほりの このけ しきで 

それが 虚無なら ば 虚無 自身が このと ほりで 

ある 程度まで は みんなに 共通いた します 

(すべ てが わたくしの 中の みんなで ある やうに 



みんなの おのおの のなかの すべてで すから) 

けれども これら 新生代 沖積世の 

巨大に 明るい 時間の 集積の なかで 

正しく うつされた 害の これらの ことばが 

ゎづ かその 一 点に も 均しい 明暗のう ちに 

(あるいは 修羅の 十億 年) 

すでに はやく も その 組立 や 質 を 変じ 

しかも わたくし も 印刷者 も 

それ を 変らない として 感ずる こと は 

頗向 として はあり 得ます 



けだし われわれが われわれの 感官 や 

風景 や 人物 をかん ずる やうに 

そしてた V 共通に 感ずる だけで ある やうに 

記録 や 歴史 あるいは 地史 とい ふ もの も 

それの いろいろの 論 料と いっしょに 

(因果の 時空 的 制約の もとに) 

われわれが かんじて ゐ るのに 過ぎません 

おそらく これから 一 一千 年 もた つたころ は 

それ 相当の ちがった 地質学が 流用され 

相当した 証拠 もまた 次次 過去から 現出し 

みんな は 二 千年ぐ らゐ 前に は 



ラム プ 

(また ァラッ ディン 洋燈 とり) 

急がなければ ならない のか 

(一九二 二、 一、 六) 



ほのかな のぞみ を 送る の は 

くらかけ 山の 雪ば かり 

(ひとつの 古風な 信仰です) 

二 九 ニニ、 



r - 
ハ 

ゝ _ ノ 



日輪と 太巿 



日 は 今日は 小さな 天の 銀盤で 

めん 

雲が その 面 を 

どんどん 侵して かけて ゐる 

吹雪 も 光り だした ので 

太巿は 毛布の 赤い ズボン を はいた 

(一九二 二、 一、 九) 



一 千 八 百 十 年代の 

佐 野 喜の 木版に 相当す る 

野 はらの はて はシ ベリ ャの天 末 

ぎょくせ いれいろう 

土 耳 古 玉 製 玲瓏 の つぎ 目 も 光り 

(お 日 さま は 

そらの 遠くで 白い 火 を 

どしどしお 焚きな さいます) 

笹の 雪が 

燃え 落ちる 燃え 落ちる 



力 ー バイト 倉庫 

まちなみの なつかしい 灯と おもって 

サ— ベ ン タイン 

いそいで わたくし は 雪と 蛇紋 岩との 

さんけ ふ 

山峡 をで てきました のに 

これ は 力— バイト 倉庫の 軒 

すきと ほって つめたい 電燈 です 

(薄^ どきの みぞれに ぬれた の だから 

卷烟 草に 一 本 火 をつ ける がいい) 



これらな つかし さの 擦 過 は 

寒さから だけ 来たので なく 

また さびしい ためから だけで もない 

(一九二 二、 一、 ニー) 



コバルト 山地 

さんち ひょうむ 

コバルト 山地の 氷霧の なかで 

あやしい 朝の 火が 燃えて ゐ ます 

毛 無 森の きり 跡 あたりの 見当です 

たしかにせ いしんて きの 白い 火が 

水より 強く どしどし どしどし 燃えて ゐ ます 

(一九二 二、 一、 ニニ) 



やなぎの 花 もとらない 

(一九二 二、 三、 二 〇) 



春と 修羅 

(mental sketdi modified) 



心象の は ひいろ はがねから 

あけびの つる はく もにから まり 

のばらの やぶ や 腐植の 湿地 

いちめんの いちめんの 諂 曲 模様 

(正午の 管 楽 よりもし げく 

琥拍 のか けらが そそぐ とき) 



いかりの にがさ また 青 さ 

四月の 気 層の ひかりの 底 を 

唾 し はぎし リ ゆききす る 

おれ は ひとりの 修羅な の だ 

(風景 はなみ だに ゆすれ) 

砕ける 雲の 眼路を かぎり 

れいろうの 天の 海に は 

聖 玻璃の 風が 行き交 ひ 

ZYI^RESSEN 春の いちれつ 

くろぐろと 光 素 を 吸 ひ 

その 暗い 脚 並から は 



天 山の 雪の 稜 さへ ひかるのに 

(かげろ ふの 波と 白い 偏光) 

まことの ことば はう しな はれ 

雲 は ちぎれて そら をと ぶ 

ああ かがやきの 四月の 底 を 

はぎしり 燃えて ゆききす る 

おれ は ひとりの 修羅な の だ 

(玉髄の 雲が ながれて 

どこで 啼 くその 春の 鳥) 

日輪 青く かげろ へば 

修羅 は 樹林に 交響し 



> 天の 椀から 

黒い 木の 群落が 延び 

その 枝 はかなし くしげ リ 

すべ て 一 一重の 風景 を 

喪神の 森の 梢から 

ひらめいて とびたつ からす 

(気 層い よいよ すみわたり 

ひのき もしん と 天に 立つ ころ) 

草地 の 黄金 を すぎ てく る もの 

ことなく ひとの かたちの もの 

けら を まと ひ おれ を 見る その 農夫 



ほんた うに おれが 見える のか 

まば ゆい 気圏の 海の そこに 

(かなしみ は 青々 ふかく) 

ZYS^ESSEN しづかに ゆすれ 

鳥 はまた 青ぞら を截る 

(まことの ことば は ここにな く 

修羅の なみだ はつち に ふる) 

あたらしく そらに 息つ けば 

ほの 白く 肺 は ちぢまり 

(このから だ そらの みぢん にち らばれ) 



いて ふの こず ゑ また ひかり 

ZYPRESSEN いよいよ 黒く 

雲の 火ば な は 降り そそぐ 

((一九二 二、 四、 八)) 



(ここ は 蒼ぐ ろくて がらんと した もんだ) 

頰が うす あかく 瞳の 茶い ろ 

ただ それつ きりの こと だ 

(おお このに が さ 青 さ つめた さ) 

(一九二 二、 四、 一 〇) 



有 明 

起伏の 雪 は 

あかるい 桃の 漿を そそがれ 

fz ぞら にと けの- ,1 る 月 は 

やさしく 天に 咽喉 を 鳴らし 

も いちど 散乱の ひかり を 呑む 

ハラ サム ギヤ ティ ボ ー ジュ ソ ハカ 

(波羅 僧羯諦 菩提 薩 婆訶) 

(一九二 二、 四、 一 三) 



何 か 相談 を やって ゐた 

三人の 妖女た ちです 

(一九二 二、 四、 二 〇) 



陽 ざしと かれくさ 

どこから かチ ー ゼルが 刺し 

光 パラ フヰン の 蒼い もや 

わ を かく わ を 描く からす 

烏の 軋り …… からす 器械 …… 

(これ はか はります か) 

(か はります) 

(これ はか はります か) 



(か はります) 

(これ はどうで すか) 

(か はりません) 

(そんなら おい ここに 

雲の 棘 を もって 来い はやく) 

(い、 え か はります か はります) 

朿し 

光 パラ フヰン の 蒼い もや 

わ を かく わ を 描く からす 

からすの 軋り …… からす 機関 

(一九二 二、 四、 二三) 



雲の 信号 



あ、 い、 な せいせい するな 

風が 吹く し 

農具 は ぴかぴか光って ゐ るし 

山 は、 ほん、 0- り 

岩 1^ だ つて 岩 鐘 だって 

みんな 時間の ない ころの ゆめをみて ゐ るの だ 

そのと き 雲の 信号 は 



もう 青白い 春の 

力 力 

禁慾 の そら 高く 掲げら れてゐ た 

山 は ぼん、 0- リ 

きっと 四 本 杉に は 

今夜 は 雁 もお りて くる 

(一九二 二、 五、 一 〇) 



風景 

雲 はたより ない カル ボン 酸 

さくら は 咲いて 日に ひか リ 

また 風が 来て くさ を 吹けば 

截られ たたらの 木 も ふる ふ 

き う ひ 

さっき はすな つちに 廐肥 を まぶし 

(いま 青 ガラスの 模型の 底に な つ てゐ る) 

ひばりの ダ ムダ ム 弾が い きなり そら に 飛び だ せば 



風 は 青い 喪神 を ふき 

黄金の 草 ゆする ゆする 

雲 はたより ない カル ボン 酸 

さくらが 日に 光る のはゐ なか 風 だ 

(一九二 二、 五、 一二) 



習作 



キン キン 光る 

西 班 尼 製です 

(つめくさ つめくさ) 

こんな 舶来の 草地で なら 

黒砂糖の やうな 甘ったるい 声で 唄っても いい 

と I また 鞭 を もち 赤い 上着 を 着ても いい 

ら I ふく ふくして あたたか だ 



ら かと 手の そばれ すと よ 



野 ばらが 咲いて ゐる 白い 花 

秋に は 熟したい ちごに もな り 

硝子の やうな 実に もなる 野 ばらの 花 だ 

立ち どまり た いが 立ち どまら な い 

とにかく 花が 白くて 足な が 蜂の かたちな の だ 

こくたん 

みき は 黒く て 黒檀 まが ひ 

(あたまの 奥の キン キン 光って 痛い もや) 

ザ J の やぶ はず ゐぶ ん よく 据ゑ つけられて ゐる 

かんがへ たの はすぐ この 上 だ 

じっさい 岩の やうに 



行 でんと へら そ はり とこ 



船の やうに 

据 ゑつ けられて ゐ たの だから 

…… 仕方ない 

ほうこの 麦の 間に 何を播 いたんだ 

すぎな だ 

すぎな を 麦の 間作です か 

柘植 さんが 

ひやかしに 云って ゐる やうな 

くて-つ 

そんな 口調が ちゃんと ひとり 

私の 中に 棲んで ゐる 

和賀 の 混んだ 松 並木のと き だって 



く I さう だ 

〔# 「 I 」 は 一 本に つながった 蘇 線〕 

(一九二 二、 五、 一四) 



休 s 



その きらびやかな 空間の 

上部に はきん ぼ うげ が 咲き 

(上等の butter-cup です が 

牛酪より は 硫黄と 蜜と です) 

下に はつめ くさや 芹が ある 

ぶりき 細工の とんぼが 飛び 

雨 はばち ぱち鳴 つて ゐる 



(よしき リ はなく なく 

それにぐ みの 木 だって あるの だ) 

からだ を 草に 投げ だせば 

雲に は 白い とこ も 黒い とこ もあって 

みんなぎ ら ぎ ら 湧いて ゐる 

帽子 をと つて 投げつ ければ 黒い きのこし やつ ぼ 

ふん ぞリか へれば あたま は どての 向 ふに 行く 

あくび を すれば 

そらに も 悪魔が でて 来て ひかる 

この かれくさ はや はら か だ 

もう 極上の クッション だ 



雲 は みんなむ しられて 

青 ぞらは 巨き な 網の 目に なった 

それが 底び か りする 鉱物 板 だ 

よしきり は ひつきり なしに やり 

ひでり は パチパチ 降って くる 

(一九二 二、 五、 



四 



おきなぐ さ 

風 は そら を 吹き 

そのな ごり は 草 を ふく 

くわん もう しつ ぢき 

おきなぐ さ 冠毛 の 質 直 

松と くるみ は宙に 立ち 

(どこの くるみの 木に も 

きん 

いまみ な 金の あかごが ぶらさがる) 

ああ 黒の しゃつ ぼの かなし さ 



おきなぐ さの はな をの せれば 

二 九 ニニ、 五、 一七) 



くわう さん 

幾 きれう かぶ 光 酸 の 雲 



か はばた 



か はばたで 鳥もゐ ないし 

(われわれ のしよ ふ 燕麦の 種子 は) 

風の 中から せき ばら ひ 

おきなぐ さは 伴奏 をつ 5- け 

光の なかの 二人の 子 

(一九二 二、 五、 一七) 



真空 溶媒 

(Eine Phantasie im Mor お n) 

融銅 はま だ 眩め かず 

白い ハ ロウ も 燃えた たず 

地平線ば かり 明るくな つたり 陰ったり 

はんぶん 溶けたり 職んだり 

しきりに さ つきから ゆれて ゐる 

おれ は 新ら しくて パリ パリの 



銀杏な みき をく ぐって ゆく 

その 一 本の 水平な えだに 

りっぱな 硝子の わかものが 

もうたい てい 三角に か はって 

そら をす きと ほして ぶ ら さが 

けれども これ はもち ろん 

そんなに ふ しぎな ことで もな ， 

おれ は やっぱり 口笛 を ふいて 

大 またに あるいて ゆく だけ だ 

いて ふの 葉なら みんな 青い 

_ ^ぇか へ つて ふるへ てゐる 



いまや そこら は alcohol 瓶の なかの けしき 

白い 輝 雲の あちこちが 切れて 

かいさう 

あの 永久の 海 蒼が のぞきで てゐる 

なまこ 

それから 新鮮な そらの 海鼠の 匂 

ところが おれ は あんまり ステッキ を ふりす ぎた 

こんなにに はかに 木が なくなって 

しばふ 

岐 ゆい 芝生が いっぱい いっぱいに ひらける の は 

い て ふなみ き 

さう とも 銀杏 並樹 なら 

もう 一 ー哩 もうしろ になり 

野の 緑青 の 縞の なかで 

あさの 練兵 を やって ゐる 



うまぐ らゐ ある まつ 白な 犬 を つれて 

あるいて ゐる こと はじつ に 明らか だ 

(や あ こんにちは) 

(いや い、 おてんき ですな) 

(どちらへ ごさん ぼです か 

なるほど ふん ふん ときに さくじつ 

ゾン ネンタ ー ルが 没くな つた さう です が 

おききでした か) 

(い、 え ちっとも 

ゾン ネンタ ー ルと はてな) 

(りんごが 中った の ださう です) 



(りんご ああ なるほど 

それ は あすこに みえる りんごで せう) 

はるかに 湛 へる 花 組 青の 地面から 

その 金い ろの 苹果 の樹が 

もくり もくりと 延び だして ゐる 

(金 皮の ま、 たべた のです) 

(そい つ はおき のどく でした 

はやく 王水 をの ませたら よかった でせ う) 

(王水 口 を わって です か 

ふん ふん なるほど) 

(いや 王水 はいけ ません 



やっぱりい けません 

死ぬ よりしかたなかった でせ う 

うんめい ですな 

せつりで すな 

あなたと は ご 親類で でもい らっしゃ います か) 

(え、 え、 もうごく ごく I ほい しんる ゐで) 

い つたいな に を ふざけて ゐ るの だ 

みろ その 馬ぐ らゐ あった 白 犬が 

はるかの はるかの むか ふへ 遁げ てし まって 

なんきん ねずみ 

いまでは やっと 南京 鼠 のく らゐ にし か 見えない 

(あ わたくしの 犬が にげました) 



(追 ひか けても だめで せう) 

(いや あれ は 高価い のです 

おさへ なくて はなり ません 

さよなら) 

苹 果の樹 がむ やみに ふえた 

おまけに のびた 

りんぼく 

おれな ど は 石炭紀の 鱗木の したの 

ただ いっぴきの 蟻で しかない 

犬 も 紳士 もよ く はしった もんだ 

りんごば やし 

東の そらが 苹果 林の あしなみに 

い つ ぱい 琥拍を はって ゐる 



雲 は みんな リチウムの 紅い 焰を あげる 

それからけ はしい ひかりの ゆきき 

くさ はみ な 褐藻 類に か はられた 

ここ こそ わびしい 雲の 焼け野原 

風 の ヂ グザグ や 黄い ろの 渦 

そらが せ はしく ひるが へ る 

なんとい ふとげ とげした さびし さ だ 

(どうなさい ました 牧師さん) 

あんまりせ いが 高す ぎる よ 

(ご 病気です か 

たいへんお 顔い ろが わるい やうです) 



(いや ありがたう 

ベ つ だんどう もありません 

あなた は どなたで すか) 

(わたくし は 保 安掛り です) 

いやに 四 かくな 背囊だ 

くみ ちんき はう さん 

そのな かに 苦味 丁 幾 や 硼酸 や 

いろいろ は ひって ゐ るんだ な 

(さう です か 

今日なん かおつ とめ も大 へんで せう) 

(ありがたう 

いま 途中で 行き倒れが ありまし てな) 



(どんな ひとです か) 

(りっぱな 紳士です) 

(はなの あかい ひとでせ う) 

(さう です) 

(犬 はっか まって ゐ ました か) 

( 臨終 にさう いって ゐ ましたが ね 

犬 はもう 十五 哩 もむ かふで せう 

じつにい、 犬でした) 

(では あのひと はもう 死にました か) 

(い、 え 露が おりれば なほり ます 

まあ ちょっと 黄い ろな 時間 だけの 仮死です な 



うう ひどい 風 だ まゐ つち まふ) 

まったく ひどい かぜ だ 

た ふれて しま ひさう だ 

だて-つ 

沙漠で くされた 駝鳥の 卵 

たしかに 硫化水素 はは ひって ゐ るし 

ほかに 無水 亜硫酸 

つまり これ は そらからの 瓦斯の 気流に 二 つ ある 

しょうとつして 禍 になって 硫黄華が できる 

気流に 二つあって 硫黄華が できる 

気流に 二つ あつ て 硫黄華が できる 

(しっかりなさい しっかり 



もしもし しっかりなさい 

たうとう 参って しまったな 

たしかに まゐ つた 

そんなら ひとつお 時計 をち やう だいします かな) 

おれの かくしに 手 を 入れる の は 

なにが いったい 保 安掛り だ 

必要がない どなって やらう か 

どなって やらう か 

どなって やらう か 

どなつ …… 

水が 落ちて ゐる 



ありがたい 有難い 神 は ほめられよ 雨 だ 

悪い 瓦斯 は みんな 溶けろ 

(しっかりなさい しっかり 

もう 大丈夫です) 

何が 大丈夫 だ おれ ははね 起きる 

(だまれ きさま 

黄い ろな 時間の 追剝め 

飄然た る テナ ルディ 軍曹 だ 

ささ ま 

あんまり ひと をば かにす るな 

保 安掛り と はなんだ きさま) 



い、 気味 だ ひどく しょげて しまった 

ち、 V ま つて しまったち ひさくな つてし まった 

ひからびて しまった 

四角な 背囊 ばかりの こり 

たゾ 一 かけの 泥炭に なった 

ざまを見ろ じつに 醜 い 泥炭な のだぞ 

背嚢なん かなに を 入れて あるの だ 

保 安掛り じつに か あいさう です 

カムチャツカの 蟹の 缶詰と 

を か ぼ 

陸稲の 種子が ひと ふくろ 

ぬれた 大きな 靴が 片っ方 



それと 赤 鼻 紳士の 金鎖 

どうで もい、 実にい、 空気 だ 

ほんた うに 液体 の やうな 空気 だ 

(ゥ— ィ 神 は ほめられよ 

みちからの たた ふべき かな 

ゥ ー ィ い、 空気 だ) 

ちょう 

そらの 澄明 すべての ごみ はみ な 洗 はれて 

ひかり はすこし もとまらない 

だから あんなに まっくら だ 

太陽が くらくら ま は つ てゐ るに も か 、 はらず 

おれ は 数 しれぬ ほしの またたき を 見る 



ことに もしろ ぃマヂ エラン 星雲 

草 はみ な 葉緑素 を 恢復し 

げ つ くわう えき 

葡萄糖 を 含む 月光 液 は 

もう よろこびの 脈 さ へう つ 

泥炭が なに かぶつ ぶ つ 言 つて ゐる 

(もしもし 牧師さん 

あの 馳せ 出した 雲 を ごらんな さ い 

まるで 天の 競馬の サラ アブ レッドです) 

(うん きれいだ な 

雲 だ 競馬 だ 

天の サラ アブ レッド だ 雲 だ) 



こんど はおれに 働き だした 

まるで 熊の 胃袋の なか だ 

それでも どうせ 質量 不変 の 定律 だから 

ベ つに どうに もな つて ゐ ない 

といった ところで おれと いふ 

この 明らかな 牧師の 意識から 

ぐんぐん ものが 消えて 行く と は 情ない 

(いや あ 奇遇です な) 

(おお 赤 鼻砷士 

たうとう 犬が おつかま りでした な) 

(ありがたう しかるに 



あなた は 一 体 どうな すった のです) 

(上着 をな くして 大 へん 寒い のです) 

(なるほど はてな 

あなたの 上着 は それでせ う) 

(どれです か) 

(あなたが 着て おいでになる その上 着) 

(なるほど はは あ 

真空の ちょっとした 奇術です な) 

(え、 さう です とも 

ところが どうも を かしい 

それ はわた しの 金鎖です がね) 



(え、 どうせ その 泥炭の 保 安掛り の 作用です) 

(はは あ 泥炭の ちょっとした 奇術です な) 

(さう です とも 

犬が あんまり くしゃみ をし ますが 大丈夫で すか) 

(な あに い つもの ことです) 

(大きな もんです な) 

(これ は 北極 犬です) 

(馬の 代りに は 使へ な いんです か) 

(使へ ますと も どうです 

お召しな さいません か) 

(どうも ありがたう 



そんなら 拝借し ます かな) 

(さあ どうぞ) 

おれ はたし かに 

その 北極 犬の せなかに またがり 

犬 神の やうに 東へ 歩き 出す 

まば ゆい 緑の しばくさ だ 

リ よかう 

おれたちの 影 は 青い 沙漠 旅行 

そして そこ はさつ きの 銀杏の 並樹 

こんな 華奢な 水平な 枝に 

硝子の りっぱな わかものが 

すっかり 三角に なって ぶらさがる 



/ ンネ リダ タン ツエ ー リン 

蠕 虫 舞 手 



(え、 水ゾル です よ 

ァガァ 

おぼろな 寒天の 液です よ) 

き ん 

日 は 黄金の 薔薇 

ぜんち ゆう 

赤 いちひ さな 蠕 虫が 

水と ひかり をから だに まと ひ 

ひとりで を どり を やって ゐる 

エイト ガム マァ ノ -— ス イツ クス アルファ 

(え、 8 y e 6 ひ 〔#8 からな ま 



で アラベスクの 飾リ 文字。 以下 同様〕 

ことに もァ ラベ スク の飾リ 文字) 

羽む しの 死骸 

いち ゐ のかれ 葉 

真珠の 泡に 

ちぎれた こけの 花軸な ど 

(ナチ ラナ トラの ひい さま は 

いまみ づ底 のみ かげのう へに 

黄い ろな かげと お ふたりで 

せっかく を ど つて ゐられ ます 

い、 え けれども すぐで せう 



まもなく 浮いて おいでで せう) 

アンネ リダ タ ン ツエ— リン 

赤い 蠕 虫 舞 手 は 

とがった 二 つの 耳 を もち 

燐光 珊瑚の 環節に 

正しく 飾る 真珠の ぼたん 

くるり くるりと 廻って ゐ ます 

エイト ガム マァ ノ -1 ス イツ クス アルファ 

一え、 8 Y e 6 a 

ことに もァ ラベ スクの 飾り 文字) 

かがや 

背中 きらきら 燥いて 

ちからい つ ぱい ま はり はする が 

真珠 もじつ はまが ひもの 



ガラスど ころ か 空気 だま 

(い、 え それでも 

エイト ガム マァ ィ ー ス イツ クス アルファ 

ことに もァ ラベ スクの 飾り 文字) 

きょうまく 

水晶体 や 鞏膜 の 

オペ ラグ ラスに のぞかれて 

を ど つて ゐる とい はれても 

真珠の 泡 を 苦にする のなら 

お まへ もさ つばり らく ぢ やない 

それに 日が 雲に 入った し 

わたし は 石に 座って しびれが 切れた し 



なまこ 

水底の 黒い 木片 は 毛虫 か 海鼠の やう だし さ 

それに 第一 お まへの かたち は 見えない し 

ほんと に 溶けて しまったの やら 

それとも みんな はじめから 

おぼろに 青い 夢 だ やら 

(い、 え あすこに おいでです おいでです 

ひい さま いらっしゃいます 

エイト ガム マァ ノ i ス イツ クス アルファ 

8 Y e 6 a 

ことに もァ ラベ スク の飾リ 文字) 

ふん 水 はお ぼろで 

ひかり は 惑 ひ 



虫 は エイト ガム マァ ィ ー ス イツ クス アル フ 

ァ 

ことに もァ ラベ スクの 飾り 文字 かい 

ヽソ ヽソヽ 

ノ" ノノ ハノノ 

(はい まったく それにち が ひません 

エイト ガム マァ ノ -1 ス イツ クス アル フ 

ァ 

ことに もァ ラベ スクの 飾り 文字) 

(一九二 二、 五、 二 〇) 



小 岩 井 農場 

パ— トー 〔# ゴシック 体〕 

わたくし はず ゐ ぶんす ば やく 汽車から おりた 

そのために 雲が ぎら つと ひかった くら ゐだ 

けれども もっと はやい ひとは ある 

化学の 並 川さん によく 肖た ひと だ 

あの オリ ー ブ のせび ろな ど は 



この ひとは かすかに うな づき 

それから じぶんと いふ 小さな 荷物 を 

載つ ける とい ふ 気軽な ふうで 

馬車に のぼって こしかける 

かう さく 

(ゎづ かの 光の 交錯 だ) 

その 陽の あたった せなかが 

す， ，- し 屈んで しんとして ゐる 

わたくし は あるいて 馬と 並ぶ 

これ は あるいは 客 馬車 だ 

どうも 農場の らしくな い 

わたくし にも 乗れと いへば いい 



本部まで でも 乗った 方が いい 

今日なら わたくし だ つ て 

馬車に 乗れない わけで はない 

けいく わう 

(あいまいな 思惟の 蛍光 

きっとい つで も かうな の だ) 

もう 馬車が うごいて ゐる 

(これが じつにい、 こと だ 

どうしょ うか 考へ てゐる ひまに 

それが 過ぎて 滅 くなる とい ふこと) 

ひらつ とわたく し を 通り越す 

みち はまつ 黒の 腐植土で 



雨 あがり だし 弾力 も ある 

馬 は ピンと 耳 を 立て 

その 端 は 向 ふの 青い 光に 尖り 

いかにも きさくに 馳 けて 行く 

うしろから はもう たれ も 来ない のか 

つ つましく 肩 を すぼめた 停車^と 

いんしょくてん 

新開地 風の 飲食店 

ガラス 障子 はあり ふれて でこぼこ 

わら ぢゃ sun-maid のから 函ゃ 

夏み かんの あかるい に ほひ 

汽車から おりた ひとたち は 



山で はふし ぎに 風が ふいて ゐる 

嫩 葉が さまざまに ひるが へ る 

ずう つ と I 楚 くの くら いところ では 

鶯も ごろごろ 啼 いて ゐる 

その 透明な 群青のう ぐ ひすが 

(ほんた うの 鶯の方 は ドイツ 読本の 

ハンスが うぐ ひすで ない よと 云った) 

馬車 はずん ずん 遠くなる 

大きく ゆれる し はねあがる 

紳士 も かろく はねあがる 

この ひとはもう よほど 世間 を わたり 



松 木が を かしな 緑褐に 

丘のう しろと ふもとに 生えて 

大 へん 陰欝に ふるびて 見える 

パ— トニ 〔# ゴシック 体〕 

たむ ぼ りん も 遠くの そらで 鳴って るし 

雨 はけ ふ はだ いぢ やうぶ ふらな い 

しかし 馬車 もはやい と 云った ところで 

そんなに すてきな わけで はない 

いままで たって やっと あすこまで 



ここから あすこまでの このまつ すぐな 

火山灰の みちの 分 だけ 行った の だ 

あすこ はちゃう どまが リ 目で 

すがれの 草衝も ゆれて ゐる 

(山 は 青い 雲で いっぱい 光って ゐ るし 

かけて 行く 馬車 はくろくて りっぱ だ) 

ひばり ひばり 

み， ちん 

銀の 微塵の ちらばる そら へ 

たったいま のぼった ひばりな の だ 

くろくて すばやくき ん い ろ だ 

そらで やる Brownian movement; 



そしゃく 

辛うじて 咀嚼 するとい ふ 風に あるきながら 

本部へ はこれ でい、 んで すかと 

こ ころ ぼ そ 

心細 さう にきいた の だ 

おれ はぶつ きら 棒に ああと 言った だけな ので 

ちゃう ど それだけ 大 へんか あいさうな 気がした 

け ふの はもつ と 遠くから くる 

パ— ト三 〔# ゴシック 体〕 

もう 入口 だ 〔小 岩 井 農場〕 

(いつものと ほりだ) 



混んだ 野 ばら や あけびの やぶ 

〔もの 売りき のこと りお 断り 申し 候〕 

(いつものと ほりだ ぢき 医院 も ある) 

〔禁猫 区〕 ふん いつものと ほりだ 

小さな 沢と 青い 木 だち 

沢で は 水が 暗く そして 鈍って ゐる 

また 鉄 ゼルの fluorescence 

ま.. こけ 

向 ふの 畑 に は 白樺 も ある 

かう ま 

白樺 は 好 摩から むか ふです と 

いっか おれ は 羽田 県属に 言って ゐた 

ここ はよ つぼ ど 高い から 



柳 沢つ づきの 一 帯 だ 

やっぱり 好 摩に あたる の だ 

どうしたの だ この 鳥の 声 は 

なんとい ふたく さんの 鳥 だ 

鳥 の 小学校に き た やう だ 

雨の やう だし 湧いて る やう だ 

居る 居る 鳥が い っぱ いに ゐる 

なんとい ふ 数 だ 鳴く 鳴く 鳴く 

t^otldo G ひ priccioso 



あの 木の しんに も 一 ぴ きゐる 



禁獵 区の ためだ 飛び あがる 

(禁猫 区の ためで ない ぎ ゆつ くぎ ゆつ く) 

一 ぴき でない ひとむれ だ 

十疋 以上 だ 弧 をつ くる 

(ぎ ゆつ く ぎ ゆつ く) 

三 またの 槍の 穂 弧 をつ くる 

青び か リ 青び かり 赤 楊の 木立 

のぼせる くら ゐだ この 鳥の 声 

(その 音が ぼつと ひくくなる 

うしろに なって しまったの だ 

あるいはち ゆういの りず むの ため 



両方と も だ とりのこ ゑ) 

木立が いっか 並樹 になった 

かざ リゑ 

この 設計 は 飾 絵 式 だ 

けれども 偶然 だからし かたない 

荷馬車が たしか 三 台と まって ゐる 

なま 

生な 松の 丸太が いっぱい につまれ 

陽が いっか こっそりお りてきて 

じょ-つきあ つ 

あたらし い テレビ ン 油の 蒸気圧 

一 台 だけが あるいて ゐる 

けれども これ は樹ゃ 枝の かげでなくて 

しめった 黒い 腐植 質と 



石竹い ろの 花の かけら 

さくらの 並樹 になった の だ 

こんな しづかな めまぐるし さ 

この 荷馬車に は ひとが ついて ゐ ない 

馬 は 払 ひ 下げの 立派な ハック 二 ー 

脚の ゆれる の は 年老った ため 

(おい ヘン ダスト しっかり しろよ 

三日月み たいな 眼つ きをして 

おまけに なみだが いっぱいで 

陰気に あたま を 下げて ゐられ ると 



おれ はまった くた まらない の だ 

威勢よ く 桃い ろの 舌 を かみ ふっと 鼻 を 鳴らせ) 

ぜんたい 馬の 眼の なかには 複雑な レンズが あって 

けしき やみん な へんにう るんで いびつに みえる …… 

…… 馬車 挽き は みんなと い つし よに 

向 ふの どての かれ 草に 

腰をおろして やすんで ゐる 

三人 赤く わらって こっち をみ 

また 一 人 は 大股に どての なか を あるき 

なに か 忘れ もので ももって くると いふ 風 …… (蜂函 の 

白ぺ ンキ) 



てんぐす ひやう 

桜の 木に は 天狗 巣 病が たくさん ある 

天狗 巣 はは やく も 青い 葉 を だし 

馬車 の ラッパが きこ え て くれば 

ここが 一 べんに スヰッ ツルになる 

遠くで は 鷹が そら を截 つて ゐ るし 

からま つ の 芽 は ネクタイピンに ほしいく らゐ だし 

いま 向 ふの 並樹を くらつ と 青く 走って 行った の は 

(騎手 はわら ひ) 赤銅 の 人馬の 徽章 だ 

パ ー ト四 〔# ゴシック 体〕 



本部の 気取った 建物が 

桜 や ポプラの こっちに 立ち 

その さびしい 観測 台のう へ に 

ロビンソン 風力計の 小さな 椀 や 

ぐらぐら ゆれる 風 信 器 を 

わたくし はもう 見出さない 

さっきの 光沢^し の 立派な 馬車 は 

いまごろ どこかで 忘れた やうに とま つ てよう し 

五月の 黒い ォ— ヴ アコ ー トも 

どの 建物 かに まがって 行った 

冬に はこ、 の 凍った 池で 



こどもら が ひどく わらった 

(から 松 はとび いろの すてきな 脚です 

向 ふに ひかるの は 雲で せう か 粉雪で せう か 

それとも 野 はらの 雪に 日が 照って ゐ るので せう か 

氷滑り を やりながら なにが そんなに を かしい ので 

す 

お まへ さんたち の 頰っぺ たは まつ 赤です よ) 

葱い ろの 春の 水に 

楊の 花芽 ももう ぼやける …… 

はたけ は 茶い ろに 掘りお こされ 

廐肥 も 四角に つみあげて ある 



並樹ざ くらの 天狗 巣に は 

いぢら しい 小さな 緑の 旗 を 出す の も あり 

遠くの 縮れた 雲に かかる ので は 

みづ みづ した 鶯 いろの 弱 いのも ある …… 

あんまり ひばりが 啼き すぎる 

(育馬 部と 本部との あ ひだで さへ 

ひばり やなん か 一 ダ ー ス できかない) 

その キル ギス 式の 逞 ましい 耕地の 線が 

ぐらぐらの 雲に うかぶ こちら 

みじかい 素朴な 電話ば しらが 

右に まがり 左へ 傾き ひどく 乱れて 



まがりかどに は 一 本の 青木 

(白樺 だら う 楊で はない) 

耕耘部 へ はこ， J から 行く のがち か い 

ふゆの あ ひだ だって 雪が かたまり 

ばそり 

馬橇 も 通って いった ほど だ 

(ゆきが かたくはなかった やう だ 

なぜなら そり は ゆきを あげた 

たしかに 酵母の ちんでん を 

冴えた 気流に 吹き あげた) 

あのと き はきら きらす る 雪の 移動の なか を 

ひとは あぶなっかしい セ レナ— デを 口笛に 吹き 



往 つたり きたりなん べんした かわからない 

(四 列の 茶い ろな 落葉松) 

けれども あの 調子 はづ れのセ レナ— デが 

風 やとき どき ぱっとた つ 雪と 

どんなに よく つりあ つ てゐ たこと か 

それ は 雪の 日の アイス クリ ー ム とおな じ 

だんろ か 

(もっとも それなら 暖炉 もまつ 赤 だら うし 

muscovite も 少し そ つぼに 灼ける だら うし 

おれたちに は 見られない ぜぃ沢 だ) 

春の ヴ アン ダイク ブラウン 

きれいに はたけ は耕耘 された 



はく きん はく きんこく 

雲 はけ ふ も 白金と 白金 黒 

その まば ゆい 明暗の なかで 

ひばり はしき りに 啼 いて ゐる 

さんか きし 

(雲の 讃歌と 日の 軋り) 

それから 眼 を また あげるなら 

灰い ろな もの 走る もの 蛇に 似た もの 雉子 だ 

あえんめ つき 

亜鉛 鍍金の 雉子な の だ 

あんまり 長い 尾 を ひいて うらら かに 過ぎれば 

もう 一 疋が 飛びお りる 

山鳥で はない 

(山鳥です か？ 山で？ 夏に？) 



(空で ひとむらの 海綿 白金が ちぎれる) 

それら か > やく 氷 片の 懸吊 を ふみ 

青ら む 天の うつろの なかへ 

かたなの やうに つきすすみ 

すべて 水い ろの 哀愁 を 焚き 

はんせう へんく わう 

さびしい 反照の 偏光 を截れ 

いま 日 を 横ぎ る 黒雲 は 

侏羅ゃ 白堊 のまつ くらな 森林の なか 

爬虫が け はしく 歯 を 鳴らして 飛ぶ 

その 氾濫の 水け むりから のぼった の だ 

たれ も 見て ゐな いその 地質時代の 林の 底 を 



口笛 を ふけ 陽の 錯綜 

たよりも ない 光波の ふる ひ 

すきと ほる ものが 一 列 わたくしの あとから くる 

ひかり かすれ またうた ふやう に 小さな 胸 を 張り 

また ほのぼの とか、 V やいて わら ふ 

みんなす あしのこ どもら だ 

ちらちら 環 培 も ゆれて ゐ るし 

めいめい 遠くのう たの ひとくさり づ つ 

ろく きんじ やくじ やう 

緑 金寂静 の ほのほ をた もち 

こしゅ きんなら 

これら は あるいは 天の 鼓手 緊那羅 のこ どもら 

(五本の 透明な さくらの 木 は 



青々 とかげろ ふ を あげる) 

わたくし は 白い 雑囊を ぶらぶら さげて 

きままな 林 務官の やうに 

五月の きんいろの 外 光の なかで 

口笛 を ふき 歩調 を ふんで わるいだら うか 

たのしい 太陽系の 春 だ 

みんな はしった りうた つたり 

はねあがった りする がいい 

(コロナ は 八十 三 万一 一 百 …… ) 

あの 四月の 実習の はじめの 曰 

液吧を はこぶ いちにち いっぱい 



光炎 菩薩 太陽 マ ヂック の 歌が 鳴った 

(コロナ は 八十 三 万 四百 …… ) 

ああ 陽光の マ ヂック よ 

ひと つのせ きを こえる とき 

ひとりが か つぎ 棒 を わたせば 

それ は 太陽の マ ヂック により 

磁石の やうに も ひとりの 手に 吸 ひついた 

(コロナ は 七十 七 万 五 千 …… ) 

どの こども かが 笛 を 吹いて ゐる 

それ はわた くしに きこえない 

けれども たしかに ふいて ゐる 



(ぜんたい 笛と いふ もの は 

きまぐれな ひょろひょろの 齒長 だ) 

みちが ぐんぐんう しろから 湧き 

過ぎて 来た 方へ たたんで 行く 

むら 気な 四 本の 桜 も 

記憶 の やう に と ほざ か る 

たのしい 地球の 気圏の 春 だ 

みんなう たつたり はしったり 

はねあがった りする がいい 



パ ー ト五 〔#ゴ シ ッ ク 体〕 パ ー ト六 〔#ゴ シ ッ 

ク 体〕 

パ ー ト七 〔# ゴシック 体〕 

とびいろの はたけが ゆるやかに 傾斜して 

すきと ほる 雨の つぶに 洗 はれて ゐる 

その ふもとに 白い 笠の 農夫が 立ち 

つくづくと そらの くも を 見 あげ 

こんど は ゆっくり あるき だす 

(まるで 行きつ かれた たび 人 だ) 



汽車の 時間 を たづね てみ よう 

こ、 はぐち やぐち やした 青い 湿地で 

もうせんごけ も 生えて ゐる 

(そのうす あかい 毛 もち V れてゐ るし 

どこかの がまの 生えた 沼地 を 

き 

ネ ー 将軍 麾下の 騎兵の 馬が 

泥に 一 尺ぐ らゐ 踏み こんで 

すぱ すば 渉って 進軍 もした) 

雲 は 白い し 農夫 はわた し を ま つ てゐる 

また あるき だす (縮れて ぎらぎらの 雲) 

トツ パ ー スの 雨の 高みから 



けら を 着た 女の子が ふたりく る 

シ ベリ ャ 風に 赤い きれ を かぶ リ 

ま つす ぐに いそいで やってくる 

(Miss Robin) 働きに きて ゐ るの だ 

農夫 は富士 見の 飛脚の やうに 

笠 を かしげて 立って 待ち 

白い 手 甲 さへ はめて ゐる もう 二十 来 だから 

しばらく あるき ださないで くれ 

じぶん だけせ つかく 待って ゐても 

用がなくて はこ まると おも つ て 

あんなに ぐらぐら ゆれる の だ 



(青い 草 穂 は 去年の だ) 

あんなに ぐらぐら ゆれる の だ 

さは やか だし 顔 も 見える から 

ここから はなしかけて い 、 

シャッポ を とれ (黒い 羅紗 も ぬれ) 

この ひとはもう 五十ぐ らゐだ 

(ちょっとお 訊ぎ 申し あんす 

盛 岡 行ぎ 汽車なん 時 だべ す) 

(三時 だた ベが) 

ずゐ ぶん 悲しい 顔の ひと だ 

博物館の 能面に も 出て ゐ るし 



どこかに 鷹の きもち も ある 

うしろの つめたく 白い 空で は 

ほんた うの 鷹が ぶうぶう 風 を截る 

き ら ず 

雨 をお とす その 雲母 摺 りの 雲の 下 

はたけに 置かれた 一 一台の くるま 

この ひとはもう 行かう とする 

白い 種子 は 燕麦な の だ 

(燕麦 播ぎ すか) 

(あんい ま 向で やつ てら) 

この 爺さん はなに か 向 ふ を 畏れて ゐる 

ひじ やうに 恐ろしく ひどい ことが 



そっちに あると おも つて ゐる 

こやしぐ る ま 

そこに は 馬の つかない 廐肥 車と 

け はしく 翔ける 鼠い ろの 雲ば かり 

こ はが つて ゐ るの は 

やっぱり あの 蒼 船の 労働な のか 

(こやし 入れ だのす か 

たいひ くわ りんさん 

堆肥 ど 過 燐酸 どす か) 

(あん さう す) 

(ずゐ ぶん 気持 のい、 処だ もな) 

(ふう) 

この 人 はわた くしと はなす の を 



なに か大 へんはば かって ゐる 

それ はふた つ の くるまの よこ 

スカイライン 

はたけの を はりの 天 末 線 

ぐらぐらの 空の こ つち 側 を 

すこし 猫背で せいの 高い 

くろい 外套の 男が 

雨雲に 銃 を 構へ て 立って ゐる 

あの 男が どこか 気が へんで 

急に 鉄砲 を こっちへ 向ける のか 

あるいは Miss l^obin たちの ことか 

それとも 両方 いっしょ なのか 



どっち も 心配し ないで くれ 

わたし は ど つち もこ はくない 

や つてる や つてる そらで 鳥が 

(あの 鳥 何て 云 ふす 此処ら で) 

(ぶ どし ぎ) 

(ぶ どし ぎて 云 ふの か) 

(あん 曇る づど よぐ 出 はら) 

から 松の 芽の 緑 玉髄 

しゃしゅ 

かけて 行く 雲の こっちの 射手 は 

またもつ たいらし く 銃 を 構へ る 

(三時の 次 あ 何時 だべす) 



(五 時 だべが ゆぐ 知らない) 

過 燐酸 石灰の ヅック 袋 

水 溶 十九と 書いて ある 

学校の は 十五 ％だ 

雨 はふる しわた くしの 黄い ろな 仕事着 も ぬれる 

遠くの そらで は その ぼと しぎ どもが 

大きく 口 を あいて ビ ー ル 瓶の やうに 鳴り 

灰い ろの 咽喉の 粘膜に 風 を あて 

めざましく 雨 を 飛んで ゐる 

少しば かり 青い つめくさの 交った 

かれくさと 雨の I 卞 との 上に 



菩薩 樹皮の 厚い けら を かぶって 

さっきの 娘た ちがね むって ゐる 

爺さん はもう 向 ふ へ 行き 

射手 は 肩 を 怒らして 銃 を 構へ る 

(ぼ としぎ のつ めたい 発動機 は 

ぼ としぎ は ぶ う ぶ う 鳴り 

い つたいな に を 射た うとい ふの だ 

爺さんの 行った 方から 

わかい 農夫が やってくる 

かほが 赤くて 新鮮に ふとり 

セシル 口 ー ズ 型の 円い 肩 を かゾめ 



憐 酸の あき 袋 を あつめて くる 

一 一 つ はちゃん と 肩に 着て ゐる 

(降つ てげ だ ごとな さ) 

(な あにす ぐ 霽れらん す) 

火 をたい てゐる 

赤い 焰 もちら ちらみ える 

農夫 も 戻る しわた くし もつ いて 行かう 

これらの からまつの 小さな 芽 を あつめ 

わたくしの 童話 を かざりたい 

ひとりの むすめが きれ いにわら つ て 起き あがる 

みんな は あかるい 雨の 中です うすう ねむる 



(うな いい をな ごだ もな) 

に はかに そんなに 大声に どなり 

まつ 赤に なって 石臼の やうに 笑 ふの は 

この ひとは 案外に わかいの だ 

すきと ほ つ て 火が 燃えて ゐる 

青い 炭素の けむり も 立つ 

わたくし もす こし あたりたい 

あだ 

(おら も 中つ でもい がべ が) 

(いてす さあお あだり やん せ) 

(汽車 三時す か) 

(三時 四十 分 



まだ 一 時に もなら ない も) 

火 は 雨で か へ つて 燃える 

フライ シ ュッッ 

自由 射手 は 銀の そら 

ぼ と しぎ ども は 鳴らす 鳴らす 

すっかり ぬれた 寒い がたがた する 

パ ー ト九 〔# ゴシック 体〕 

すきと ほ つ て ゆれて ゐ るの は 

さっきの 剽悍な 四 本の さくら 

わたくし は それ を 知って ゐる けれども 



眼に ははつ きり 見て ゐ ない 

たしかに わたくしの 感官の 外で 

つめたい 雨が そそいで ゐる 

(天の 微光に さだめな く 

うかべ る 石 を わが ふめば 

お、 ユリア しづく はいと ど 降り まさり 

カシオ ぺ ー ァ はめぐ り 行く) 

ユリアが わたくしの 左 を 行く 

大きな 紺い ろの 瞳 を りんと 張って 

ユリアが わたくしの 左 を 行く 

ぺムぺ ル がわた くしの 右に ゐる 



はさつ き 横へ 外れた 

あのから 松の 列のと こから 横へ 外れた 

((幻想が 向 ふから 迫って くると き は 

もう にんげんの 壊れ ると き だ )) 

わたくし ははつ きり 眼 を あいて あるいて ゐ るの だ 

ユリア ぺム ペル わたくしの 遠い ともだちよ 

わたくし はず ゐ ぶんしば らくぶ りで 

きみたちの 巨き なまつ 白な すあし を 見た 

どんなに わたくし はきみ たちの 昔の 足 あと を 

白堊 系の 頁岩の 古い 海岸に もとめた だら う 

((あんまり ひどい 幻想 だ)) 



わたくし はなに をび くびく して ゐ るの だ 

どうしても どうしても さびしくて たまらな いとき は 

ひとは みんなき つと 斯うい ふこと になる 

きみたち とけ ふ あ ふこと がで きたので 

わたくし はこの 巨き な 旅の なかの 一 つづりから 

血み どろに なって 遁げ なくても いいのです 

(ひばりが 居る やうな 居ない やうな 

腐植 質から 麦が 生え 

雨 はしき りに 降って ゐる) 

さう です 農場の このへん は 

まったく 不思議に おも はれます 



どうして かわた くし はこ こら を 

der lleiliTOe p-llnkt と 

呼びたい やうな 気がします 

. J の 冬 だ つ て 耕 耘部ま で 用事で 来て 

こ、 いらの 句の い、 ふぶきの なかで 

なにと はなしに 聖ぃ こころもち がして 

凍えさう になりながら いつまでも いつまでも 

い つたり 来たりして ゐ ました 

さ つき もさう です 

どこの 子どもら です か あの 嚶路 をつ けた 子 は 

((そんな ことで だまされ てはいけ ない 



ちがった 空間に はいろ いろち がった ものが ゐる 

それに だいいち さっきからの 考 へやう が 

まるで 銅 版の やうな のに 気がつかな いか)) 

雨の なかで ひばりが 鳴いて ゐ るので す 

あなたが たは 赤い 瑪堪の 棘で いっぱいな 野 はら も 

その 貝殻の やうに 白く ひかり 

底の 平らな 巨き なす あしに ふむ のでせ う 

もう 決定した そっちへ 行くな 

これら は みんなた だしくない 

いま 疲れて かたち を更 へたお まへの 信仰から 

発散して 酸え た ひかりの 殿 だ 



ち ひさな 自分 を 劃る ことので きな い 

ァ J の 不可思議な 大きな 心象 宙宇 のなかで 

もしも 正しい ねが ひに 燃えて 

じぶんと ひとと 万象と い つし よに 

至上 福祉に いたらう とする 

それ を ある 宗教 情操と するならば 

そのね が ひから 砕け または 疲れ 

じぶんと それから たった も ひとつの たまし ひと 

完全 そして 永久に どこまでもい つし よに 行かう とする 

この 変態 を 恋愛と いふ 

そして どこまでも その 方向で は 



ラリック ス ラリック ス いよいよ 青く 

雲 はます ます 縮れて ひかり 

わたくし はかつ きりみち を まがる 

(一九二 二、 五、 ニニ 



霧と マッチ 



(まち は づれの ひのきと 青い ポプラ) 

霧の なかから に はかに あかく 燃えた の は 

しゅつ と 擦られた マッチ だけれ ども 

ずゐ ぶん 拡大され てゐる 

スヰ ヂッシ 安全 マッチ だけれ ども 

よほど 酸素が 多い の だ 

(明 方の 霧の なかの 電燈は 



まめい ろで 匂 もい、 し 

小学校 長 を たかぶって 散歩す る こと は 

まことにつ つましく 見える) 



芝生 



屈と ひのきの ひるすぎに 

小 田 中 は のびあがり 

あらんかぎり 手 をのば し 

灰い ろの ゴムの まり 光の 標本 を 

受け かねて ぼろつ とおと す 

(一九二 二、 六、 七) 



青い 槍の 葉 

(mental sketch modified) 

(ゆれる ゆれる やなぎ は ゆれる) 

雲 は 来る くる 南の 地平 

そらの エレキ を 寄せて くる 

鳥 はなく 啼く 青木の ほず ゑ 

くもに やなぎの くわく こどり 

(ゆれる ゆれる やなぎ は ゆれる) 



雲が ちぎれて 日 ざしが 降れば 

黄金の 幻燈 草の 青 

気圏 日本の ひるまの 底の 

泥に ならべ るく さの 列 

(ゆれる ゆれる やなぎ は ゆれる) 

雲 はくる くる 日 は 銀の 盤 

エレキ づくリ のか は やなぎ 

風が 通れば さえ 冴え 鳴らし 

馬 も はねれば 黒び かり 

(ゆれる ゆれる やなぎ は ゆれる) 

雲が きれた かまた 日が そそぐ 



土の ス ー プと 草の 列 

黒く を どり は ひるまの 燈籠 

泥の コ ロイド その 底に 

(ゆれる ゆれる やなぎ は ゆれる) 

りんと 立て 立て 青い 槍の 葉 

たれ を 刺さう の槍ぢ やなし 

ひかりの 底で いちにち 日が な 

泥に ならべ るく さの 列 

(ゆれる ゆれる やなぎ は ゆれる) 

雲が ちぎれて また 夜が あけて 

そら は 黄水晶 ひでりあめ 



風に 霧 ふくぶり きの やなぎ 

くもに しら しら その やなぎ 

(ゆれる ゆれる やなぎ は ゆれる) 

りんと 立て 立て 青い 槍の 葉 

そら は エレキの しろい 網 

かげと ひかりの 六月の 底 

気圏 日本の 青 野原 

(ゆれる ゆれる やなぎ は ゆれる) 



風景の なかの 敬虔な 人間 を 

わたくし はい ままで 見た ことがない 

(一九二 二、 六、 二 五) 



岩 手 山 

さんらん はんしゃ 

そらの 散乱 反射の なかに 

古ぼけて 黒く ゑぐ る もの 

みぢん けいれつ 

ひかりの 微塵 系列の 底に 

よど 

きたなく しろく 澱む もの 

(一九二 二、 六、 二 七) 



印象 



ラリック スの青 いのは 

木の 新鮮と 神経の 性質と 両方から くる 

そ のとき 展望車の 藍 いろの 紳士 は 

X 型の かけがねの ついた 帯革 をし め 

すきと ほ つ てま つ すぐにた ち 

病気の やうな 顔 をして 

ひかりの 山 を 見て ゐ たの だ 



(よくお わかりの ことで せう が 

日射しの なかの 青と 金 

ラリック ス 

落葉松 は 

たしかと どまつ に似て 居ります) 

まぶし 過ぎて 

空気 さへ すこし 痛い くら ゐ です 

(一九二 二、 六、 二 七) 



A 
七 



はらたい けんぱ ひれん 

原 体 剣舞 連 

(mental sketch modified) 



d ひ hi-d ひ li-dEili-dali-dah-slio-dali-dali 

こんや 1ハ 装の げん 月の した 

鶏の 黒 尾 を 頭巾に かざり 

片刃の 太刀 を ひらめかす 

はらたい を どリこ 

原 体 村の 舞 手た ちょ 

とき じゅえき 

鴒 いろの はるの 樹液 を 



dali-aali-sk;o-d ひ li-d ひ li 

肌膚 を 腐植と 土に けづ らせ 

筋骨 はつめ たい 炭酸に 粗び 

つきづき 

月月に 日光と 屈と を 焦慮し 

敬虔に 年を累 ねた 師父た ちょ 

こんや 銀河と 森との まつ リ 

じゅん てんまつ せん 

准 平原の 天 末 線に 

さらに も 強く 鼓 を 鳴らし 

うす 月の 雲 を どよ ませ 



H H H 

たった あくろ わう 

むかし 達 谷の 悪路 王 



まっくら くらの 一 一里の 洞 

わたる は 夢と 黒 夜 神 

首 は 刻まれ 漬けられ 

アンド ロメ ダも か、 V りに ゆすれ 

青い 仮面 この こけおどし 

太刀 を 浴びて は いっぷ かぶ 

夜風の 底の 蜘蛛 を どり 

胃袋 はいて ぎった ぎた 

d6ili-d ひ li-d ひ li-d ひ li-d ひ li-sk;o-d ひ li-d ひ 1! 

さらにた だしく 刃 を 合 はせ 

へ きれき 

霹靂の 青 火 をく だし 



四方の 夜の 鬼神 を まねき 

じゅえき よ 

樹液 も ふる ふこの 夜 さ ひとよ 

赤 ひたたれ を 地に ひるが へし 

雹 雲 と 風と を まつれ 

dali-d ひ li-d ひ li-d ひ till 

夜風と どろき ひのき はみだれ 

月 は 射 そそぐ 銀の 矢 並 

打つ も 果てる も 火花の いのち 

さし 

太刀の 亂リの 消えぬ ひま 

d ひ hi-d ひ hi-d ひ hi-d ひ hi-d ひ hi-skxj-d ひ li-d ひ hi 

いなづま かや ぼ 

太刀 は 稲妻 萱 穂の さやぎ 



獅子の 星座に 散る 火の 雨の 

あま 

消えて あとない 天の が はら 

打つ も 果てる も ひとつの いのち 

d ひ li-d ひ li-d ひ li-dali-dEili-skxvd ひ li-d6ili 

((一九二 二、 八、 三 一 )) 



うるうる うるうる と 飛び 

雲と 雨との ひかりの なか を 

はな まき だいさん さろ 

すばやく 花卷大 三叉路の 

百の 碍子に もどる 雀 

(一九二 二、 九、 七) 



その 長い もの は 一 体 舟 か 

それとも そり か 

あんまり ロシャ ふう だよ 

沼に 生える もの はやな ぎ や サラド 

よし 

きれいな 蘆の サラド だ 

(一九二 二、 九、 七) 



あいつ は 悪魔の ために あの 上に 

つけられ たの だと 云 はれた とき 

どう あなた は 弁解 をす るつ もりです 

(一九二 二、 九、 七) 



たび 人 



あめの 稲田の 中 を 行く もの 

うみば うずば やし 

海坊主 林の はう へ 急ぐ もの 

雲と 山との 陰気の なかへ 歩く もの 

もっと 合羽 をし つかりし めろ 

(一九二 二、 九、 七) 



竹と 櫓 

はんもん 

煩悶です か 

煩悶なら ば 

雨の 降る とき 

竹と 櫓との 林の 中が いいのです 

(お まへ こそ 髪 を 刈れ) 

竹と 櫓との 青い 林の 中が いいのです 

(お まへ こそ 髪 を 刈れ 



そんな 髪 をして ゐ るから 

そんな こと も考へ るの だ) 

(一九二 二、 九、 七) 



おい 銅線 をつ かった な 

とんぼの からだの 銅線 をつ かひ 出した な 

はんのき はんのき 

くわう らん てん 

交錯 光 乱 転 

気圏 日本で は 

たうとう 電線に 銅 を つか ひ 出した 

(光る もの は 碍子 



過ぎて 行く もの は 赤い 萱の 穂) 

(一九二 二、 九、 一七) 



滝 沢 野 

くわう はそくて い ご さ 

光波 測定の 誤差から 

とちやう 

から 松の しん は 徒 長し 

柏の 木の 烏瓜 ランタン 

(ひるの 鳥 は 曠野に 啼き 

あざみ は 青い 棘に 遷る) 

太陽が 梢に 発射 するとき 

暗い 林の 入口に ひとりた たずむ もの は 



四角な 若い 樺の 木で 

Green Dwarf とい ふ 品種 

日光の ために 燃え尽きさう になりながら 

燃え きらず 青く けむる その 木 

羽虫 は 一 疋づ つ 光り 

鞍掛 や 銀の 錯乱 

(寛 政 十 一 年 は 百 一 一十 年 前です) 

よだ 

そらの 魚の 涎れ はふり かかり 

スカイライン 

天 末 線の 恐ろし さ 

(一九二 二、 九、 一七) 



東 岩 手 火山 

月 は 水銀 後 夜の 喪主 

れき よる ちんでん 

火山礫 は 夜の 沈澱 

お ほ 

火口の 巨き な ゑぐ り を 見て は 

たれ もみん な愕く はず だ 

(風と しづけ さ) 

へう ちゃく ぐ わい リん ざん 

いま 漂着す る 薬師 外輪山 

頂上の 石標も ある 



(月光 は 水銀 月光 は 水銀) 

((こんな こと はじつ に まれです 

向 ふの 黒い 山 …… つて それです か 

それ はこ この つづきです 

ここのつ づきの 外輪山です 

あすこの てっぺんが 絶頂です 

向 ふの？ 

向 ふの は 御室 火口です 

これから 外輪山 をめ ぐるので すけれ ども 

いま はま だなん にも 見えません から 

もす こし 明るくな つてから にし ませう 



え、 太陽が 出なくても 

あかるく なって 

西 岩 手 火山の はう の 火口湖 やなに か 

見える やうに さへ なれば いいんです 

お 日 さま は あすこら へんで 拝みます)) 

黒い 絶頂の 右 肩と 

そのと きの まつ 赤な 太陽 

わたくし は 見て ゐる 

あんまり 真 赤な 幻想 の 太陽 だ 

((いまなん 時です 

三時 四十 分？ 



ちゃう ど 一 時間 

いや 四十 分あります から 

寒い ひとは 提灯で も 持って 

この 岩の かげに 居て ください)) 

ああ 暗い 雲の 海 だ 

((向 ふの 黒 いのはた しかに 早 池 峰です 

線に なって 浮き あがって るの は 北上 山地です 

、つし ろ „>- 

あれです か 

あれ は 雲です 柔らか さう です ね 

雲が 駒ケ 岳に 被 さった のです 



水蒸気 を 含んだ 風が 

駒ケ 岳に ぶつつ かって 

上に あがり 

あんなに 雲に なった のです 

鳥 海山 は 見えない やうです 

けれども 

夜が 明けたら 見える かもしれ ません よ)) 

(柔 かな 雲の 波 だ 

あんな 大きな うねりなら 

月光 会社の 五 千噸の 汽船 も 

動揺 を 感じ はしない だら う 



その 質 は 

蛋白 石 glass-wool 

あるいは 水酸化 礬 土の 沈殿) 

((じっさい こんな こと は 稀な のです 

わたくし はもう 十 何べ んも 来て ゐ ますが 

こんなに しづかで 

そして 暖かな ことはなかった のです 

麓の 谷の 底よりも 

さっきの 九 合の 小屋よりも 

却って 暖かな くら ゐ です 

今夜の やうな しづかな 晚は 



つめたい 空気 は 下へ 沈んで 

霜 さへ 降らせ 

暖ぃ 空気 は 

上に 浮んで 来る のです 

これが 気温の 逆転です)) 

御室 火口の 盛り あがり は 

月の あかりに 照らされて ゐる のか 

それとも おれたちの 提灯の あかり か 

提灯 だとい ふの は 勿体ない 

ひ はいろ で 暗い 

((それで はもう 四十 分ば かり 



まだ 一 時間 もあります から 

私 も スケッチ をと ります)) 

はてな わたくしの 帳面の 

書いた 分が たった 三枚に なって ゐる 

事によると 月光の い たづ らだ 

藤 原が 提灯 を 見せて ゐる 

ああ 頁が 折れ込ん だの だ 

さあで は 私 は ひとり 行かう 

外輪山 の 自然な 美し い 歩道の 上 を 

しゃくどう ァ— ス シャイ ン 

月の 半分 は 赤銅 地球 照 



((お 月 さまに は 黒い 処も ある)) 

《後藤 又 兵衛ぃ つつ も 拝んだ づ なす)) 

私の ひとりごとの 反響に 

小 田 島 治衛が 云って ゐる 

((山中 鹿 之 助 だら う)) 

もうか ま はない 歩いて い、 

どっちに しても それ は 善い こと だ 

一 一十 五日の 月の あかりに 照らされて 

薬師 火口の 外輪山 を あ るく とき 

わたくし は 地球の 華族で ある 

蛋白 石の 雲は遥 にた、 へ 



オリオン 金 牛 もろもろの 星座 

澄み切 リ澄 みわたって 

瞬き さ へ もす くな く 

わたくしの 額の 上に かがやき 

さう だ オリオンの 右 肩から 

ほんた うに 鋼 青の 壮麗が 

ふるへ て 私に やって来る 

三つの 提灯 は 夢の 火口原の 

白い とこまで 降りて ゐる 

((雪です か 雪ぢ やないで せう)) 



困った やうに 返事して ゐ るの は 

雪で なく 仙人 草の くさむら なの だ 

カオ リンゲル 

さう でなければ 高陵土 

残りの 一 つの 提灯 は 

一 升のと ころに 停って ゐる 

それ はきつ と 河村慶 助が 

外套の 袖に ぼんやり 手 を 引っ込めて ゐる 

((御室の 方の 火口へ でもお 入りなさい 

噴火口へ でも 入って ごらんなさい 

硫黄の つぶ は 拾へ ないで せう が)) 

斯ん なによ く 声が と、. - くの は 



メガ ホ ー ンも しかけて あるの だ 

しばらく 躊躇して ゐる やう だ 

((先生 中 さ 入っても いがべ すか)) 

((え、 おは ひりなさい 大丈夫です)) 

提灯が 三つ 沈んで しま ふ 

その でこぼこ のまつ 黒の 線 

すこしの かなし さ 

けれども これ はいった いなんと いふい、 こと だ 

大きな 帽子 を かぶり 

ちぎれた 糯 子の マント を 着て 

薬師 火口の 外輪山の 



熔岩 か 集塊 岩 力強い 肩 だ 

とにかく 夜が あけて お 鉢 廻りのと き は 

あすこから こっちへ 出て 来る の だ 

なまぬるい 風 だ 

これが 気温の 逆転 だ 

(つかれて ゐ るな 

わたし はやつ ぱリ睡 いの だ) 

火山弾に は 黒い 影 

その 妙 好の 火口丘に は 

幾条 かの 軌道の あと 

鳥の 声！ 



あくびと 月光の 動転 

(あんまり はね あるぐな ぢ やい 

汝 ひとり だら いがべ あ 

子供 等 も 連れで て 目にあへば 

汝 ひとりで あすまな いんだ ぢ やい) 

くわこう き. つ 

火口丘の 上に は 天の川の 小さな 爆発 

みんなの デカン ショの 声 も 聞え る 

月の その 銀の 角の はじが 

潰れて すこし 円くなる 

天の 海と ォ ー パルの 雲 

あたたかい 空気 は 



ふっと 撚 になって 飛ばされて 来る 

きっと 屈折率 も 低く 

しょた うようえ き 

曲 辰 、，！ is 糖. 1 谷 こ 

また 水 を 加へ たやうな の だら う 

東 は 淀み 

提灯 はもとの 火口の 上に 立つ 

また 口笛 を 吹いて ゐる 

わたくし も 戻る 

わたくしの 影 を 見た のか 提灯 も 戻る 

(その 影 は 鉄い ろの 背景の 

ひとりの 修羅に 見える 害 だ) 



さう 考 へたの は 間違 ひらし い 

とにかく あくびと 影 ぼ ふ し 

空の あの 辺の 星 は 微かな 散 点 

すな はち 空の 模様が ちがって ゐる 

ちぢ 

そして 今度 は 月が 蹇 まる 

(一九二 二、 九、 



八 



(犬、 マサニ エロ 等) 

なぜ 吠える の だ ニ疋 とも 

吠えて こっちへ かけて くる 

(夜明けの ひのき は 心象の そら) 

じ やうた う 

頭 を 下げる こと は 犬の 常套 だ 

尾 を ふる h ,1 と はこ はくない 

それ だのに 



ちゃんと 顔 を 見せて やれ 

ちゃんと 顔 を 見せて やれと 

誰かと ならんで あるきながら 

犬が 吠えた ときに 云 ひたい 

帽子が あんまり 大きくて 

おまけに 下 を 向いて あるいて きたので 

吠え 出した の だ 

(一九二 二、 九、 二 七) 



マサニ エロ 



城の すすきの 波の 上に は 

伊太利 亜 製の 空間が ある 

そこで 烏の 群が 踊る 

しろうん も 

白雲 母の くもの 幾 きれ 

(濠と き欖 天鵞絨 杉) 

ぐみ の 木 かそん なに ひかって ゆする もの 

七つの 銀の すすきの 穂 



(お 城の 下の 桐 畑で も ゆれて ゐる ゆれて ゐる 

,i ン 

力) 

赤い 藝の 花もう ごく 

すヾめ すヾめ 

ゆっくり 杉に 飛んで 稲に は ひる 

そこ は どて の 陰で 気流 もな いので 

そんなに ゆっくり 飛べる の だ 

(なんだか 風と 悲し さの ために 胸が つまる) 

ひとの 名前 をなん ベ んも 

風の なかで 繰り返し てさしつ かへ ないか 

(もう みんな 鍬 ゃ緦を もち 



桐 



崖 をお りてきて い 、 ころ だ) 

いま は 鳥の ない しづかな そらに 

またから すが 横から は ひる 

屋根 は 矩形で 傾斜 白く ひかり 

こどもが ふたり かけて 行く 

羽織 を かざして かける 日本の 子供ら 

^ J んどは 茶 い ろの 雀 どもの 抛物線 

金属製の 桑の こっち を 

も ひとり こどもが ゆっくり 行く 

蘆の 穂 は 赤い 赤い 

(口 シャ だよ チェ ホフ だよ) 



はこやなぎ しっかり ゆれろ ゆれろ 

(口 シャ だよ ロシャ だよ) 

烏が も いちど 飛び あがる 

稀硫酸の 中の 亜鉛 屑 は 烏の むれ 

お 城の 上の そら はこん ど は 支那の そら 

烏 三疋杉 をす ベリ 

四疋 になって 旋転す る 

(一九二 二、 一 〇、 一 〇) 



栗鼠と 色鉛筆 



樺の 向 ふで 日 はけむ る 

つめたい 露で レ ー ル はすべ る 

靴 革の 料理の ために レ ー ル はすべ る 

朝の レ ー ルを 栗鼠 は 横切る 

横切る として たちどまる 

尾 は der Herbst 

曰 はまつ しろに けむりだし 



ス テッド ラァ のみ じかい ぺ ンか 

ス テッド ラァ のなら いいんだ が 

来月に して もら ひたいな 

まあ あの 山と 上の 雲との 模様 を 見ろ 

よく 熟して ゐ てうまい から 

(一九二 二、 一 〇、 一 五) 



、水 1 一一が の 朝 

け ふのうち に 

とほく へ い つてし まふ わたくしの いもうとよ 

みぞれが ふって おもて はへんに あかるい の だ 

(あめ ゆ じゅと てち て けんじゃ) * 

うす あかく い つそう 陰惨な 雲から 

みぞれ はび ちょび ちょ ふ つてく る 

(あめ ゆ じゅと てち て けんじゃ) 



じゅんさい 

青い 蓴菜 の もやう の ついた 

これら ふたつの かけた 陶 椀に 

お まへ がた ベ る あめ ゆきをと らうと して 

わたくし はまが つたて つばう だまの やうに 

このく らい みぞれの なかに 飛び だした 

(あめ ゆ じゅと てち て けんじゃ) 

蒼 鉛い ろの 暗い 雲から 

みぞれ はび ちょび ちょ 沈んで くる 

ああ とし子 

死ぬ とい ふい まごろ になって 

わたくし を い つし やう あかるく する ために 



こんな さっぱりした 雪の ひとわん を 

お ま へ はわた くしに たのんだ の だ 

ありがたう わたくしの けなげな いもうとよ 

わたくし もまつ すぐにす すんで いくから 

(あめ ゆ じゅと てち て けんじゃ) 

はげし いはげ しい 熱 や あ へぎの あ ひだから 

お まへ はわた くしに たのんだ の だ 

銀河 や 太陽 気圏な どと よばれた せかいの 

そらから おちた 雪の さ いごの ひとわん を …… 

…… ふた きれの みかげせ きざいに 

みぞれ はさび しくた ま つて ゐる 



わたくし は そのうへ にあぶな くた ち 

雪と 水との まっしろな 一 一 相 系 をた もち 

すき とほるつ めたい I 卞に みちた 

この つややかな 松の えだから 

わたくしの やさしい いもうとの 

さいごの たべ もの を もらって いかう 

わたしたちが いっしょに そだって きた あ ひだ 

みなれた ちゃわん のこの 藍の もやう にも 

もうけ ふお ま へ はわ かれて しま ふ 

(〇r ひ Or ひ de Shiitori eTOUmo) 氺 

ほんた うにけ ふお ま へ はわ かれて しま ふ 



ああ あの とざされた 病室の 

くらい び やうぶ やか やの なかに 

やさしく あ を じろ く 燃えて ゐる 

わたくしの けなげな いもうとよ 

この 雪 は どこ をえ らばう にも 

あんまり どこも まっしろ なの だ 

あんなお そろし いみ だれた そらから 

このうつ くしい 雪が きたの だ 

(うまれで くるた て * 

こんど はこた にわり やの ごとば かりで 

くるしまな あよに うまれて くる) 



松の 針 



あのき れいな 松の えだ だよ 

おお お まへ はまる で とびつく やうに 

その みどりの 葉に あつ ぃ頰を あてる 

そんな 植物 性の 青い 針の なかに 

はげしく 頰を剌 させる， j と は 

むさぼる やうに さ へ する Y と は 



どんなに わたくしたち を おどろかす ことか 

そんなにまで もお まへ は 林へ 行きたかった の だ 

お まへ が あんなに ね つ に 燃され 

あせ やいた みで もだえて ゐる とき 

わたくし は 日の てると こで たのしく はたらいた リ 

ほかの ひとのこと をかん がへ ながら 森 を あるいて ゐた 

((ああい い さっぱりした 氺 

まるで 林の ながさ 来たよ だ)) 

鳥の やうに 栗鼠の やうに 

お まへ は 林 をした つて ゐた 

どんなに わたくしが うらやましかった らう 



ああけ ふのうち にと ほく へ さらう とする いもうとよ 

ほんた うにお ま へ は ひとりで いかう とする か 

わたくしに いっしょに 行けと たのんでくれ 

泣いて わたくし にさう 言って くれ 

お まへの 頰の けれども 

なんとい ふけ ふのうつ くし さよ 

わたくし は 緑の かやのう へに も 

この 新鮮な 松の えだ をお かう 

いまに I 卞も おちる だら うし 

そら 

さは やかな 



タ— ぺ ン ティ ン 

terpentine の 匂 もす る だら う 

((一九二 二、 一 一、 二 七)) 



信仰 を 一 つに する たった ひとりの みちづれの わたくし 

、、ゝ 

力 

あかるく つめたい 精進 のみちから かなしく つかれて 

ゐて 

毒草 や 蛍光 菌 のく らい 野原 をた だよ ふとき 

お ま へ は ひとり どこへ 行かう とする の だ 

(おら おかない ふうし てらべ) * 

何とい ふ あきらめ たやうな 悲痛な わら ひやう をし なが 

ら 

また わたくしの どんなち ひさな 表情 も 

けっして 見遁 さない やうに しながら 



お まへ はけ なげに 母に 訊く の だ 

(うんに や ずゐ ぶん 立派 だぢ やい 

け ふ はほんと に 立派 だぢ やい) 

ほんた うに さう だ 

髪 だってい つそう くろい し 

まるで こど もの 苹果 の頰だ 

どうかき れいな 頰 をして 

あたらしく 天に うまれて くれ 

((それでも からだく さえが ベ？)) 氺 

((うんに や いっかう)) 

ほんた うに そんな こと はない 



かへ つて こ- J はな つ の のはら の 

ち ひさな 白い 花の 句で いっぱい だから 

ただ わたくし は それ をい ま 言 へない の だ 

(わたくし は 修羅 を あるいて ゐ るの だから) 

わたくし のかな しさうな 眼 をして ゐ るの は 

わたくしの ふた つの こころ をみ つめて ゐる ためだ 

ああ そんなに 

かなしく 眼 を そらして はいけ ない 

((一九二 二、 一 一、 二 七 

主 

1111 口 



.5f あめ ゆきと つてき てくだ さい 

* あたし は あたしで ひとりい き 

ます 

氺 また ひとに うまれて くると き 

は 

こんなに じぶんの ことば かり 

で 

くるしまない やうに うまれて 

きます 

氺 ああい い さっぱりした 

まるで はやしの なかに きた や 



うだ 

* あたし こ はいふう をして るで 

せう 

氺 それでも わるい に ほひで せう 



風 林 



(かし はの なかには 鳥の 巣がない 

あんまり がさがさ 鳴る ためだ) 

ここ は艸が あんまり 粗く 

とほい そらから 空気 をす ひ 

おも ひきり 倒れる にて きしない 

そこに 水い ろに よこた はり 

一 列 生徒ら が やすんで ゐる 



(かげ はよ ると 亜鉛と から 合成され る) 

それ をう しろに 

わたくし はこの 草にから だ を 投げる 

月 はい まし だいに 銀の アトム をう しな ひ 



やなぎ さは 

柳 沢 の 杉はコ ロイドよりも なつかしく 

ばう ずの 沼 森の むか ふに は 

騎兵 聯隊の 灯 も 澱んで ゐる 

((ああ おら は あど 死んでも い)) 

((おら も 死んでも い)) 

(それ はしょん ぼり たって ゐる宫 沢 か 



さう でなければ 小 田 島国 友 

向 ふの 柏木 立のう しろの 闇が 

きらきら つ と いま 顫 へたの は 

Egmont 0<^3«.0 にち が ひな い 

たれが そんな こと を 云つ たかは 

わたくし はむしろ かんがへ ないで いい) 

((伝さん しゃつつ 何枚 三枚 着た の)) 

せいの 高く ひとの いい 佐 藤 伝 四郎は 

月光の 反照のに ぶいた そがれの なかに 

しゃつ のぼたん を はめながら 

き つと 口 を まげて わら つて ゐる 



降って くる もの はよ るの 微塵 や 風の かけら 

よこに 錯の 針に なって ながれる もの は 月光のに ぶ 

((ほお おら …… )) 

言 ひかけ て なぜ 堀 田 はやめる のか 

おしま ひの 声 もさび しく 反響して ゐ るし 

さう いふ こと はいへば いい 

( 言 はな いなら 手帳へ 書く の だ) 

とし子 とし子 

野原へ 来れば 

また 風の 中に 立てば 

きっとお まへ をお も ひだす 



お まへ は その 巨き な 木星のう へに 居る のか 

鋼 青 壮麗の そらの むか ふ 

(ああ けれども その どこか も 知れない 空間で 

光の 紐ゃォ ー ケス トラが ほんた うに あるの か 

此処 あ 日 あ 永 あがくて 

一 日のう ちの 1| 時 だが も わがらないで… 

ただ ひときれのお ま へ からの 通信が 

いっか 汽車の なかで わたくしに とどいた だけ だ) 

とし子 わたくし は 高く 呼んで みょう か 

((手 凍え だ)) 



((手 凍え だ？ 

俊 夫 ゆぐ 凍えるな 

こな ひだ もボダ ン おれさ 掛 げら せ だ ぢ や い )) 

俊 夫と いふの は どっち だら う 川 村 だら うか 

あの 青ざめた 喜劇の 天才 「植物 医師」 の 一 役者 

わたくし ははね 起きなければ ならない 

((お、 俊 夫て どっちの 俊 夫)) 

((川 村)) 

やっぱり さう だ 

月光 は 柏の むれ をう きたた せ 

かし はは いちめん さらさらと 鳴る 



白い 鳥 



((みんな サラ ー ブレッド だ 

あ、 いふ 馬 誰 行っても 押へ るに いがべ が)) 

((よつ ぼ どなれた ひとでない と)) 

古風な くらかけ やまの した 

おきなぐ さの 冠毛が そよ ぎ 

鮮 かな 青い 樺の 木の したに 

何 匹 かあつ まる 茶い ろの 馬 



じつにす てきに 光って ゐる 

(日本 絵巻の そらの 群青 や 

天 末の turquois はめ づ らしくな いが 

あんな 大きな 心 相の 

光の 環 は 風景の 中に すくない) 

ニ疋の 大きな 白い 鳥が 

鋭く かなしく 啼 きか はしながら 

しめった 朝の 日光 を 飛んで ゐる 

それ はわた くしの いもうと だ 

死んだ わたくしの いもうと だ 

兄が 来たので あんなに かなしく 啼 いて ゐる 



(それ は 一 応 はまちが ひだ けれども 

まったく まちが ひとは 言 はれない) 

あんなに かなしく 啼 きながら 

朝の ひか リを とんで ゐる 

(あさの 日光ではなくて 

熟して つかれた ひるすぎ らしい) 

けれども それ も 夜 ど ほし ある い てきた ための 

バ I グ 

V ひ TOUe な 銀の 錯覚な ので 

(ちゃんと 今朝 あ の ひしげ て 融けた 金の 液体が 

青い 夢の 北上 山地から のぼった の を わたくし は 

見た) 



どうして それらの 鳥 は 一 一羽 

そんなに かなしく きこえる か 

それ はじ ぶんに すく ふちから をう しな つたと き 

わたくしの いもうと をもう しなった 

その かなしみ によるの だが 

(ゆ ふべ は 柏ば やしの 月 あかりの なか 

けさ はすず らんの 花の むらがり のなかで 

なんべ ん わたくし は その 名 を 呼び 

またたれ とも わからない 声が 

人の ない 野原の はてから こたへ てきて 

わたくし を 嘲笑した ことか) 



その かなしみ によるの だが 

また ほんた うに あの 声 も かなしい の だ 

いま 鳥 は 二 羽 か、 V やいて 白く ひるが ヘリ 

むか ふの 湿地 青い 蘆の なかに 降りる 

降りよう として またの ぼる 

(日本 武 尊の 新ら しい 御陵の 前に 

おきさき たちが うち ふして 嘆き 

そこから たまたま 千鳥が 飛べば 

それ を 尊の みたまと おも ひ 

蘆に 足 を も 傷つけ ながら 

海べ をした つて 行かれた の だ) 



清 原が わらって 立って ゐる 

(日に 灼けて 光って ゐる ほんた うの 農村の こども 

その 菩薩 ふうの あたまの 容 は ガン ダ— ラ から 来 

た) 

水が 光る きれいな 銀の 水 だ 

((さあ あすこに 水が あるよ 

口 をす、 いで さ っぱリ して 往 かう 

こんなき れいな 野 はら だから)) 

( 一 九 二三、 六、 四) 



青 森 挽歌 



こんな やみよの のはらの なか を ゆく とき は 

客車の まど は みんな 水族館の 窓になる 

(乾いた でんしんばしらの 列が 

せ はしく 遷 つて ゐ るら しい 

きしゃ は 銀河系の 玲瓏 レン ズ 

巨き な 水素の りんごの なか を かけて ゐる) 

りんごの なか を はしって ゐる 



けれども ここ はい つたい どこの 停車場 だ 

枕木 を 焼いて こさ へ た 柵が 立ち 

(八月の よるの しじ まの 寒天 凝 膠) 

支 手の ある いちれつの 柱 は 

なつかしい 陰影 だけで できて ゐる 

黄い ろな ラ ムプが ふたつ 点き 

せいたかく あ を じろ い 駅長の 

真鍮 棒 もみえなければ 

じつは 駅長の かげ もない の だ 

(その 大学の 昆虫学の 助手 は 

こんな 車 室 いっぱいの 液体の なかで 



油の ない 赤 髪 を もじゃもじゃして 

かばんに もたれて 唾って ゐる) 

わたくしの 汽車 は 北へ 走って ゐる はずな のに 

ここで はみ なみへ かけて ゐる 

焼 杭の 柵 は あちこち 倒れ 

はるかに 黄い ろの 地平線 

それ はビ ー ァの澱 をよ どませ 

あやしい よるの 陽炎と 

さびしい 心意の 明滅に まぎれ 

水い ろ 川の 水い ろ 駅 

(おそろしい あの 水い ろの 空虚な の だ) 



汽車の 逆行 は 希求の 同時な 相反性 

こんな さびしい 幻想から 

わたくし はは やく 浮び あがらなければ ならない 

そこら は 青い 孔雀の はねで いっぱい 

真鍮の 睡 さうな 脂肪酸に みち 

車 室の 五つの 電燈は 

いよいよ つめたく 液化され 

(考 へ ださなければ ならな いこと を 

わたくし はいたみ やっかれ から 

なる ベ くお も ひだ さう としない) 

ムマ 日の ひるすぎなら 



け はしく 光る 雲の したで 

まったく おれたち は あの 重い 赤い ポムプ を 

ばかの やうに 引っぱつ たりつい たりした 

おれ は その 黄い ろな 服 を 着た 隊長 だ 

だから 睡 いのはし かたない 

(お、 お まへ せ はしい みちづれよ 

どうか ここから 急いで 

アイ レド ッホ ニヒト フォン デャ ステ ルレ 

ら ないで くれ 

(( 尋常 一年生 ドイツの 尋常 一 年生 )) 

いきなり そんな 悪い 叫び を 

投げつ ける の はいった いたれ だ 



去 



けれども 尋常 一 年生 だ 

夜中 を 過ぎた い ま，、， J ろ に 

こんなに ぱっちり 眼 を あくの は 

ドイツの 尋常 一 年生 だ) 

あい つ はこん なさび しい 停車場 を 

たった ひとりで 通って いったら うか 

どこへ 行く とも わからな いその 方向 を 

どの 種類の 世界へ は ひると もしれ ない そのみち を 

たった ひとりで さびしく あるいて 行ったら うか 

(草 や 沼 やです 

一 本の 木 もです) 



((ギルち やん まつ さ をに な つ てす わ つ てゐ たよ)) 

((こおんな にして 眼 は 大きく あいてた けど 

ぼくたち のこと はまる でみ えない やうだった よ)) 

((ナ ー ガラ がね 眼 を じっと こんなに 赤く して 

だんだん 環 をち ひさくし たよ こんなに)) 

((し 環 をお 切り そら 手 を 出して)) 

((ギルち やん 青くて すきと ほる やうだった よ)) 

((鳥が ね たくさんた ねまきの ときの やうに 

ば あっと 空 を 通った の 

でも ギルち やんだ まって ゐ たよ)) 

((お 日 さま あんまり 変に 飴い ろだった わね え)) 



((ギルち やん ちっとも ぼくたちの ことみな いんだ も 

の 

ぼく ほんた うに つらかった)) 

((さっき おもだ かのと こで あんまり はしゃ いでたね 

え)) 

((どうして ギルち やん ぼくたちの ことみなかったら 

う 

忘れたら うか あんなに いっしょに あそんだ のに)) 

かんがへ ださなければ ならない こと は 

どうしても かんがへ ださなければ ならない 

とし子 は みんなが 死ぬ とな づける 



その やりかた を 通って 行き 

それから さき どこへ 行った かわからない 

それ はおれた ちの 空間の 方向で はかられない 

感ぜられない 方向 を 感じようと するとき は 

たれ だ つて みんなぐ るぐ るする 

((耳ごう ど 鳴って さっぱり 聞け なぐな つたん ちゃい)) 

さう 甘える やうに 一一 一一 n つてから 

たしかに あいつ はじ ぶんの ま はりの 

眼に ははつ きりみえ てゐる 

なつかしい ひとたちの 声 をき かなかった 

に はかに 呼吸が とまり 脈が うた なくなり 



ちからいっぱい ちからいっぱい 叫んだ とき 

あいつ は 二へ ん うな づ くやう に 息をした 

白い 尖った あ，) J ゃ頰が ゆすれ て 

ち ひさいと きょくお どけた ときに したやうな 

あんな 偶然な 顔つきに みえた 

けれども たしかにうな づ いた 

((ヘッケル 博士！ 

わたくし がその ありがたい 証明の 

任に あたっても よろしう ございます)) 

仮睡 硅 酸の 雲の なかから 

凍らす やうな あんな 卑怯な 叫び声 は …… 



(宗谷 海峡 を 越える 晚は 

わたくし は 夜 ど ほし 甲板に 立ち 

あたま は 具 へ なく 陰湿の 霧 を かぶ リ 

からだ はけ がれた ねが ひに みたし 

そして わたくし はほんた うに 挑戦しょう) 

たしかに あのと き はうな づ いたの だ 

そして あんなに つぎの あさまで 

胸が ほと つ てゐ たくら ゐ だから 

わたくしたちが 死んだ といって 泣いた あと 

とし子 は まだまだ この 世 かいの からだ を 感じ 

ねつ やい たみを はなれた ほのかな ねむりの なかで 



ここでみ る やうな ゆめをみて ゐた かもしれ ない 

そして わたくし は それらの しづかな 夢幻が 

つぎの せかいへ つ、 V くた め 

明るい い、 匂の する ものだった こと を 

どんなにね がふ かわからない 

ほんた うに その 夢の 中の ひとくさり は 

かん 護と かなしみと につかれて 唾って ゐた 

おしげ 子た ちの あけがた のなかに 

ぼんやり として は ひ つ てきた 

((黄い ろな 花 こ おら もとる ベが な)) 

たしかに とし子 は あの あけがた は 



まだ この 世 かいの ゆめの なかに ゐて 

落葉の 風に つみかさねられた 

野 はら を ひとりあるきながら 

ほかの ひとのことの やうに つぶやいて ゐ たの だ 

そして そのまま さびしい 林の なかの 

い っぴ きの 鳥に なった だら うか 

restudiantina を 風に ききながら 

水の ながれる 暗い はやしの なか を 

かなしく うたって 飛んで 行ったら うか 

やが て は そこ に 小さな プ 口 ペラの やう に 

音 をた てて 飛んで きた あたらしい ともだちと 



暗 紅色の 深く も わるい がらん 洞と 

意識 ある 蛋白質の 砕ける ときに あげる 声 

せう き 

亜硫酸 や 笑気のに ほひ 

これら を そこに 見るならば 

あい つ は その 中に まつ 青に な つ て 立ち 

立って ゐる ともよろ めいて ゐる とも わからず 

頰に手 を あてて ゆめ そのものの やうに 立ち 

(わたくしが いまごろ こんな もの を 感ずる ことが 

い つたい ほんた うのこと だら うか 

わたくしと いふ ものが こんな もの をみ る ことが 

い つたい ありうる こと だら うか 



そして ほんた うにみ てゐ るの だ) と 

斯うい つて ひとりな げく かもしれ ない …… 

わたくしの こんな さびしい 考は 

みんなよ るの ためにで きる の だ 

夜が あけて 海岸へ かかるなら 

そして 波が きらきら 光るなら 

なにもかも みんない いか もしれ ない 

けれども とし子の 死んだ ことならば 

いまわた くしが それ を 夢で ない と考 へて 

あたらし くぎく つと しなければ ならな い ほど の 

あんまり ひどい げんじつ なの だ 



((おいおい あの 顔 いろは 少し 青かった よ)) 

だま つて ゐろ 

おれの いもうとの 死 顔が 

ま つ 青 だ ら うが 黒から うが 

きさまに どう 斯う 云 はれる か 

あい つ は どこへ 堕ちようと 

もう 無上 道に 属して ゐる 

力に みちて そこ を 進む もの は 

ど の 空間に でも 勇んで とびこんで 行く の だ 

ぢ きもう 東の 鋼 も ひかる 

ほんた うにけ ふの …… きの ふの ひるまなら 



おれたち は あの 重い 赤い ポムプ を …… 

((も ひとつき かせて あげよう 

ね じっさいね 

あのと きの 眼 は 白かった よ 

すぐ 瞑り かねて ゐ たよ)) 

まだいって ゐる のか 

も うぢき よる は あける のに 

すべ て あるが ごとくに あり 

か、 V やくごと くに かがやく もの 

お ま へ の 武器 や あらゆる もの は 

お まへ にくら く おそろしく 



まこと はたの しく あかるい の だ 

((みんなむ かしから のき やう だいな の だか 

ら 

けっして ひとり をい のって はいけ ない)) 

ああ わたくし はけつ して さう しませんでした 

あい つが なくなつ てから あとの よるひる 

わたくし はた だの 一 どたりと 

あいつ だけが いいと こに 行けば いいと 

さう いのり はしなかった とお も ひます 



ォホ— ック 挽歌 



海面 は 朝の 炭酸の ためにす つか リ錢 びた 

ろくし やう ァズ ライト 

緑青 のと こも あれば 藍 銅鉱のと こも ある 

るリぇ き 

むか ふの 波の ち >れ た あたり はず ゐ ぶん ひどい 瑠璃 液 

だ 

チ モシ ィの 穂が こんなにみ じかくな つて 

か はるが はるかぜに ふかれて ゐる 

(それ は 青い いろの ピアノの 鍵で 



か はるが はる 風に 押されて ゐる) 

あるいは みじかい 変種 だら う 

しづくの なかに 朝顔が 咲いて ゐる 

モ— 二 ング グロ ー リの その グロ ー リ 

いま さ つきの 曠原 風の 荷馬車が くる 

年老った 白い 重 挽 馬 は 首 を 垂れ 

また この 男の ひとの よさ は 

わたくしが さっき あのが らんと した 町 かどで 

浜の いちばん 賑やかな とこ は どこです かときいた 

寺 

nnL 

そっち だら う 向 ふに は 行った ことがない からと 



さう 云った ことで もよ くわ かる 

いまわた くし を 親切な よこ 目で みて 

(その 小さな レンズに は 

たしか 樺 太の 白い 雲もう つって ゐる) 

ビオネ ァ 

朝顔よ リ はむしろ 牡丹の やうに みえる 

お ほきな はま ばらの 花 だ 

まつ 赤な 朝の はまなすの 花です 

ああ これらの するどい 花のに ほひ は 

もうどうしても 妖精の しわざ だ 

無数の 藍い ろの 蝶 を もたらし 

またち ひさな 黄金の 槍の 穂 



ひとり 歩いたり 疲れて 唾ったり して ゐる とき 

とし子 は あの 青い ところの はてに ゐて 

なに をして ゐる のか わからない 

と 、v 松 や えぞ 松の 荒さんだ 幹 や 枝が 

ごちゃごちゃ 漂 ひ 置かれた その 向 ふ で 

波 はなん ベ んも卷 いて ゐる 

その 巻く ために 砂が 湧き 

潮水 はさび しく 濁って ゐる 

ダイアル 

(十 一 時 十五 分 その 蒼 じろ く 光る 盤面) 

鳥 は 雲の こ つち を 上下す る 

. J ザ J から 今朝 舟が 滑 つて 行った の だ 



砂に 刻まれた その 船底の 痕と 

巨き な 横の 台木の くぼみ 

それ は ひとつの 曲った 十字架 だ 

幾 本 かの 小さな 木片で 

HELL と 書き それ を LOVE とな ほし 

ひとつ の 十字架 をた てること は 

よく たれで もが やる 技術な ので 

とし子が それ をなら ベ たと き 

わたくし はつめ たく わらった 

(貝が ひときれ 砂に うづ もれ 

白い その ふちば かり 出て ゐる) 



やう やく 乾いた ばかりの こまかな 砂が 

この 十字架の 刻みの なか をな がれ 

いま はもう どんどん 流れて ゐる 

海が こんなに 青い のに 

わたくしが まだ とし子の こと を考 へて ゐ ると 

なぜお まへ はそんな に ひとりば かりの 妹 を 

悼んで ゐ るかと 遠い ひとびとの 表情が 言 ひ 

また わたくし のなかで いふ 

(C ひ S11 ひ 1 ot>server ！ superficial rtrElveler ！) 

空が あんまり 光れば かへ つてが らんと 暗く みえ 

いまする どい 羽 をした 三 羽の 鳥が 飛んで くる 



(ナ モサ ダル マプ フン ダリ カサス— トラ) 

五 匹の ち ひさな いそしぎが 

海の 巻いて くると き は 

よちよちと はせ て遁げ 

(ナ モサ ダル マプ フン ダリ カサス ー トラ) 

浪 がた ひらに ひくと き は 

砂の 鏡のう へ を 

よちよちと はせ てで る 



樺 太 鉄道 



やなぎらん や あか つめくさの 群落 

松脂 岩 薄片 の けむりが ただよ ひ 

鈴 谷 山脈 は 光 霧 か 雲 かわから な い 

(灼 かれた 馴鹿の 黒い 頭骨 は 

線路の よこの 赤 砂利に 

ごく 敬虔に 置かれて ゐる) 

そっと 見て ごらんな さ い 



やなぎが 青く しげって ふるへ てゐ ます 

きっと ポラリス やなぎ で すよ 

おお 満艦飾の この えぞに ふの 花 

月光い ろの かん ざし は 

すなほな コ ロボック ル のです 

(ナ モサ ダル マプ フン ダリ カサス— トラ) 

van-t Hoff の 雲の 白髪の 崇高 さ 

崖に ならぶ もの は 聖 白樺 

青び かり 野 はら をよ ぎる 細流 

それ はッン ドラ を截リ 



(光る のは電 しんば しらの 碍子) 

夕陽に すかし 出される と 

その 緑 金の 草の葉に 

ごく 精巧な いちいちの 葉脈 

(樺の 微動のう つくし さ) 

黒い 木 柵 も 設けられて 

やなぎ らんの 光の 点綴 

(こ、 いらの 樺の 木 は 

焼けた 野原から 生えた ので 

みんな 大乗 風の 考を もって ゐる) 

にせものの 大乗 居士 ども を みんな 灼け 



太陽 もす こし 青ざめて 

山脈の 縮れた 白い 雲の上に かかり 

列車の 窓の 稜の ひとと こが 

プリズム になって 日光 を 反射し 

草地に 投げられた スペクトル 

(雲 はさ つきから ゆっくり 流れて ゐる) 

日 さ へ まもなく かくされる 

かくされる 前に は 感応に より 

かくされた 後に は 威 神 力に より 

はく きんくわん 

まば ゆい 白金 環が できる の だ 

(ナ モサ ダル マプ フン ダリ カサス ー トラ) 



たしかに 日 はい ま 羊毛の 雲に は ひらう として 

サ ガレンの 八月の すきと ほった 空気 を 

マス 卜 

やう やく 葡萄の 果汁の やうに 

また フ レップ スの やうに 甘く はっかう させる の だ 

そのために えぞに ふの 花が 一 そう 明るく 見え 

松 毛虫に 食 はれて 枯れた その 大きな 山に 

桃い ろな 日光 も そそぎ 

すべて 天上 技師 Nature 氏の 

ごく 斬新な 設計 だ 

山の 襞の ひとつの かげ は 

緑青の ゴ ー シュ 四辺形 



トランス リュ ー セント 

そのいみ じい 玲 瓏 のなかに 

か ら すが 飛ぶ と 見える の は 

一 本の ごくせ いの 高い とどまつの 

風に 削り 残された 黒い 梢 だ 

(ナ モサ ダル マプ フン ダリ カサス ー トラ) 

結晶 片岩 山地で は 

燃え あがる 雲の 銅 粉 

(向 ふが 燃えれば もえる ほど 〔# 底本で は 行末に 

「) 匕 

ここらの 樺 ややな ぎ は 暗くなる ) 

キヤ ノビ— 

こんなす てきな 瑪堪の 天蓋 



その 下で は ぼろぼろの 火 雲が 燃え て 

一 きれ はもう 鰊 金の 過程 を 了へ 

いまにも 結婚し さう にみ える 

(濁って しづ まる 天の 青ら む 一 かけら) 

いちめん いちめん 海 蒼の チモ シィ 

めぐる もの は 神経質の 色 丹 松 

また えぞに ふと 桃花 心 木の 柵 

こんなに 青い 白樺の 間に 

鉋 を かけた 立派な うち をた てた ので 

これ はおれの うちだ ぞと 

その 顔の 赤い 愉快な 百姓が 



井上と 少し びっこに 大きく 壁に 書いた の だ 

( 一 九 二三、 八、 四) 



鈴 谷 平原 



蜂が 一 びき 飛んで 行く 

琥拍 細工の 春の 器械 

蒼い 眼 をした すがる です 

(私のと こへ あら はれた その 蜂 は 

ちゃんと 抛物線の 図式に したが ひ 

さびしい 未知へ とんで いった) 

チ モシ ィの 穂が 青く たのしく ゆれて ゐる 



まっすぐに 天に 立って 加奈太 式に 風に ゆれ 

また 夢よりも たかくの びた 白樺が 

青ぞら にわ づ か の 新 葉 を つ け 

三稜 玻璃に もまれ 

(うしろの 方 はまつ 青です よ 

クリスマス ッリ ー に 使 ひたい やうな 

あ をい まつ 青い とどま つが 

い つ ぱいに 生えて ゐ るので す) 

いちめんの やなぎら ん の 群落が 

光と もやの 紫い ろの 花 をつ け 

遠くから 近くから けむ つて ゐる 



(さはし ぎも啼 いて ゐる 

たしか さはし ぎの 発動機 だ ) 

こんや はもう 標本 をい つ ぱい もって 

わたくし は宗谷 海峡 を わたる 

だから 風の 音が 汽車 の やう だ 

流れる もの は 二 条の茶 

蛇ではなくて 一 びきの 栗鼠 

いぶかし さう にこ つち をみ る 

(こんど は 風が 

みんなの がやがやした はなし 声に きこえ 

うしろの 遠い 山の 下から は 



好 摩 の 冬 の 青ぞ ら から 落ちて きた やうな 



これ はサ ガレンの 古くからの 誰か だ) 

( 一 九 二三、 八、 七) 



噴火 湾 (ノ クタ— ン) 

稚ぃ ゑん どうの 澱粉 や 緑 金が 

どこから 来て こんなに 照らす のか 

(車 室 は 軋み わたくし はっかれ て 唾って ゐる) 

とし子 は 大きく 眼 を あ い て 

烈しい 薔薇 い ろの 火に 燃されながら 

(あの 七月の 高い 熱 …… ) 

鳥が 棲み 空気の 水の やうな 林の こと を考 へて ゐた 



(かんがへ てゐ たの か 

いまかん がへ てゐ るの か) 

車 室の 軋り は ニ疋の 栗鼠 

((ことし は 勤めに そとへ 出て ゐ ないひと は 

みんな か はるが はる 林へ 行かう)) 

しゃくどう 

赤銅 の 半月 刀 を 腰に さげて 

どこかの 生 意気な ァラ ビヤ 酋長が 言 ふ 

七月 末の そのころ に 

思 ひ 余った やうに とし 子が 言 つ た 

((おら あど 死んでも い、 はんて 

あの 林の 中 さ 行ぐ だい 



う) J い で 熱 は 高ぐな つても 

あの 林の 中で だら ほんと に 死んでも いいはん 

て)) 

鳥 の やう に 栗鼠 の やうに 

そんなに さは やかな 林 を 恋 ひ 

(栗鼠の 軋り は 水車の 夜明け 

大きな くるみの 木の した だ) 

一 千 九 百 二十 三年の 

とし子 はやさし く 眼 をみ ひらいて 

透明 薔薇の 身 熱から 

青い 林 をかん がへ てゐる 



フ ァゴ ットの 声が 前方 に し 

Funeral marcel が あやしく いま また はじまり 出す 

(車 室の 軋り はかなし みの ニ疋の 栗鼠) 

((栗鼠お 魚た ベ あんす のす か)) 

(二等 室の ガラス は 霜の もやう) 

もう 明けが たに 遠くない 

崖 の 木 や 草 も 明ら かに 見え 

車 室の 軋り もい つか かすれ 

一 ぴ きのち ひさな ち ひさな 白い 蛾が 

天井の あかしの あた リを 這って ゐる 

(車 室の 軋り は 天の 楽音) 



わたくしの 感じない ちがった 空間に 

いままで ここにあった 現象が うつる 

それ は あんまり さびし いこと だ 

(その さびしい もの を 死と いふの だ) 

たと へその ちがった きらびやかな 空間で 

と し 子が しづ かに わら はう と 

わたくしの かなしみに いぢけ た 感情 は 

どうしても どこかに かくされた とし子 をお も ふ 

( 一 九 二三、 八、 一二 



四十雀) 

粗剛な オリザ サチバ とい ふ 植物の 人工 群落が 

うな 



上等の さら どの 色に なって ゐる こと は 

慈 雲 尊者に したがへば 

ふとんよ く か い 

不 貪慾 戒の すがたです 

(ちらけ ろ ちらけ ろ 四十雀 

そのと きの 高等 遊民 は 

いまし つかりした 執政官 だ) 

ことことと 寂し さ を 噴く 暗い 山に 

防火線の ひらめく 灰い ろな ども 



慈 雲 尊者 i 

不 貪慾 戒の すがたです 

(一 九 二三、 八、 二八) 



雲と はんのき 



雲 は 羊毛と ちぢれ 

黒緑 赤 楊の モザ イツ ク 

また なかぞらに は 氷片の 雲が うかび 

すすき はきら つと 光つ て 過ぎる 

((北 ぞらの ちぢれ 羊から 

おれの 崇敬 は 照り返され 

天の 海と 窓の 曰お ほひ 



おれの 崇敬 は 照り返され)) 

沼 はきれ い に 鉋 を かけられ 

朧 ろな 秋の 水 ゾルと 

つめたく ぬるぬるした 蓴菜と から 組成され 

ゆ ふべ 一 晚の 雨で できた 

陶庵 だか 東 庵 だかの 蒔絵の 

精製され た 水銀の 川です 

アマルガム にさへ ならなかったら 

銀の 水車で もま はして いい 

無 細工な 銀の 水車で もま はして い い 

(赤紙 を はられた 火薬 車 だ 



あたまの 奥で はもう まつ 白に 爆発して ゐる) 

無 細工の 銀の 水車で もま はすが いい 

カフ カズ 風に 帽子 を 折って かぶる もの 

感官の さびしい 盈虚 のなかで 

貨物車 輪の 裏の 秋の 明るさ 

(ひのきの ひらめく 六月に 

お まへ が 刻んだ その 線 は 

やがて どんな 重荷に なって 

お ま へ に 男らしい 償 ひ を 強 ひる かわからない) 

手宫 文字です 手宫 文字です 

こんなに そらが くもって 来て 



けれども 悪い とかい、 とか 云 ふので はない 

あんまりお まへ が ひどから うとお も ふので 

みかねて わたし はいって ゐ るの だ 

さあな みだ を ふいて きちんと たて 

もう そんな 宗教 風の 恋をして はいけ ない 

そこ はちゃう ど 両方の 空間が 二重に なって ゐる とこで 

おれたちの やうな 初心の ものに 

居られる 場処 では 決してない 

( 一 九 二三、 九、 一 六) 



クレオ ソ ー トを 塗った ばかりの らんかん や 

きょむ 

電線 も 一 一本 にせものの 虚無の なかから 光って ゐ るし 

風景が 深く 透明に された かわからない 

下で は 水が ノ J う) J う 流れて 行き 

薄明 穹の爽 かな 銀と 苹果と を 

黒白 鳥の むな 毛の 塊が 奔り 

((ああ お 月 さまが 出て ゐ ます)) 

ほんた うに 鋭い 秋の 粉 や 

はリ まつ 

玻璃 末の 雲の 稜に 磨かれて 

紫 磨 銀^に 尖って 光る 六日の 月 

橋の らんかんに は 雨粒が まだいつ ぱいつ いて ゐる 



なんとい ふこの なつかし さの 湧き あがり 

水 はおとな しい 膠朧体 だし 

くわとう めい 

わたくし はこん な 過 透明な 景色の なかに 

ごけん もり デサイ ト 

松 倉 山 や 五 間 森 荒 つぼい 石英 安山岩の 岩 頸から 

放 たれた 剽悍な 刺客に 

暗殺 されても いいのです 

(たしかに わたくし がその 木 をき つたの だから) 

(杉の いただき は 黒く そらの 椀 を 刺し) 

風が 口笛 を はんぶん ちぎって 持って くれば 

(気の毒な 二重 感覚の 機関) 

わたくし は 古い 印度の 青草 をみ る 



ひときれそらにぅかぶ暁のモテ^ -1 フ 

キヤ ルセ ドニ 

電線と 恐ろしい 玉 髄 の 雲の きれ 

そこから 見当の つかない 大きな 青い 星が うかぶ 

(何 べんの 恋の 償 ひだ) 

そんな 恐ろしい がまい ろの 雲と 

わたくしの 上着 は ひるが へり 

(ォ ルゴ ー ルを かけろ かけろ) 

月 はいきな り 一 一 つに なり 

盲 ひた 黒い 暈 をつ くって 光 面 を 過ぎる 雲の 一 群 

(しづ まれ しづ まれ 五 間 森 

木 を きられて も しづ まるの だ) 



風が 偏 倚して 過ぎた あとで は 

クレオ ソ— トを 塗った ばかりの 電柱 や 

逞しく も 起伏す る 暗黒 山稜 や 

(虚空 は 古めかしい 月汞 にみ ち) 

研ぎ澄まされた 天河 石 天 盤の 半月 

すべて こんなに 錯綜した 雲 やそら の 景観が 

すきと ほ つて 巨大な 過去になる 



五日の 月 はさら に 小さく 副 生し 

意識の やう に 移って 行く ちぎれた 蛋白 彩 の 雲 

月 の 尖端 を かすめて 過ぎれば 

そのまん 中の 厚い ところ は 黒い のです 

(風と 嘆息との 中に あらゆる 世界の 因子が ある) 

きらら か に きらびやか にみ だれて 飛ぶ 断 雲と 

星 雲の やうに うごかない 天 盤 附属の 氷片の 雲 

(それ はつめ たい 虹 を あげ) 

いま 硅 酸の 雲の 大部が 行き過ぎよう とする ために 

みち はなん ベ んも くらくな リ 

(月 あかりが こんなに みちに ふると 



まへ に はよ く 硫黄のに ほひが のぼった の だが 

いま は その 小さな 硫黄の 粒 も 

風 や 酸素に 溶かされて しまった) 

じつに 空 は 底の しれない 洗 ひがけの 虚空で 

月 は 水銀 を 塗られた でこぼこの 噴火口から できて ゐる 

(山 もはやし もけ ふ は ひじ やうに 峻儼 だ) 

どんどん 雲 は 月のお もて を 研いで 飛んで ゆく 

ひるまの はげしく すさまじい 雨が 

微塵から なにから すっかりと つて しまったの だ 

月の 彎曲の 内側から 

白い あやしい 気体が 噴かれ 



そのために 却って 一 きれの 雲が とかされて 

(杉の 列 は みんな 黒 真珠の 保護色) 

そらそら B 氏の やった あの 虹の 交錯 ゃ顫 ひと 

苹果の 未熟な ハロウと が 

あやしく 天 を 覆 ひだす 

ひそ 

杉の 列に は 山 烏が いっぱいに 潜み 

ぺ ガス スの あたりに 立って ゐた 

いま 雲 は 一 せいに 散兵 をし き 

極めて 堅実に すすんで 行く 

お、 私のう しろの 松 倉 山に は 

用意され た 一 万の 硅化 流紋 凝灰岩の 弾 塊が あり 



川尻 断層のと きから 息を殺して しま つて ゐて 

私が 腕時計 を 光らし 過ぎれば 落ちて くる 

空気の 透明度 は 水よりも 強く 

松 倉 山から 生えた 木 は 

敬虔に 天に 祈って ゐる 

辛うじて 赤い すすきの 穂が ゆら ぎ 

(どうして どうして 松 倉 山の 木 は 

ひどく ひどく 風に あらび てゐ るの だ 

あの ごと ごとい ふの がみん な それ だ) 

呼吸の やうに 月光 はまた 明るくな り 

雲の 遷 色と ダム を 超える 水の 音 



沈んだ 月夜の 楊の 木の 梢に 

一 一 つの 星が 逆さまに かかる 

すばる 

( 昴が そらで さう 云って ゐる) 

オリオンの 幻怪と 青い 電燈 

また 農婦の よろこびの 

たくまし くも 赤 

風 は 吹く 吹く 松 は 一 本 立ち 



山 を 下る 電車の 奔り 

もし 車の 外に 立ったら はねとばされる 

山へ 行って 木 をき つた もの は 

どうしても 帰る とき は 肩身が せまい 

スガタ 

(ああ もろもろの 徳は善 逝から 来て 

そして スガタ にいた るので す) 

腕 を 組み 暗い 貨物 電車の 壁に よる 少年よ 

この 籠で 今朝 鶏 を 持って行 つたのに 

それが 売れて こんど は 持って 戻らない のか 

その まつ 青な 夜の そば 畑のう つくし さ 

電燈に 照らされた そばの 畑 を 見た ことがあります か 



市民 諸君よ 

おおき やう だい これ はお まへの 感情 だな 

市民 諸君よ なんて ふざけた ものの 云 ひやう をす るな 

東京 はい ま 生きる か 死ぬ かの 堺 なの だ 

見た まへ この 電車 だって 

軌道から 青い 火花 を あげ 

もう 蝎か ドラゴ かも わからず 

一 心に 走って ゐ るの だ 

さう しん 

(豆ば たけの その 喪神の あざやか さ) 

どうして もこの 貨物車の 壁 は あぶない 

わたくしが 壁と いっしょに ここら あたりで 



投げ だ されて 死ぬ こと は あり 得 過ぎ る 

金 を もって ゐる ひとは 金が あてに ならない 

からだの 丈夫な ひとは ごろつ と やられる 

あたまの いい もの は あたまが 弱い 

あてに する もの は みんな あてに ならない 

た、 V もろもろの 徳 ばかり この 巨き な 旅の 資糧で 

そして それら もろもろの 徳性 は 

スガタ スガタ 

善 逝から 来て 善 逝に 至る 

( 一 九 二三、 九、 一 六) 



第 四 梯形 



青い 抱擁 衝動 や 

明るい 雨の 中の みたされない 唇が 

きれいに そらに 溶けて ゆく 

日本の 九月の 気圏です 

そら は 霜の 織物 をつ くり 

かや まんて う 

萱の 穂の 満潮 

さんかく やま 

(三角 山 は ひかりに かすれ) 



まひるの 夢 をく す ぼらし 

ラテ ライトの ひどい 崖から 

梯形 第三の すさまじい 羊歯 や 

こなら やさる とりい ばらが 滑り 

(おお 第 一 の 紺青の 寂寥) 

縮れて 雲 は ぎ ら ぎ ら 光り 

とんぼ は萱の 花の やうに 飛んで ゐる 

(費の 穂 は 満潮 

萱の穂 は 満潮) 

一 本 さびしく 赤く 燃える 栗の 木から 

七つ 森の 第 四 伯林 青スロ ー プは 



やまな しの 匂の 雲に 起伏し 

すこし 日射しの くらむ ひまに 

そらの バリカン がそれ を 刈る 

(腐植土の みちと 天の 石墨) 

夜風 太郎の 配下と 子孫と は 

大きな 帽子 を 風に うねらせ 

落葉松の せ はしい 足な み を 

しきりに 馬 を 急がせる うちに 

早く も 第 六 梯形の 暗い リバ ライト は 

ハ ッ クニ ー の やうに 刈られて しま ひ 

ななめに 琥拍の 陽 も 射して 



((たうとう ぼく は 一 つ 勘定 を まちがへ た 

第 四 か 第五 か をう まく そらから ごまかされた)) 

どうして 決して そんな こと はない 

いまきら めき だす その 真鍮の 畑の 一 片 から 

明暗 交錯の むか ふに ひそむ もの は 

まさしく 第 七 梯形の 

雲 に 浮んだ その 最後 の もの だ 

緑青 を 吐く 松の むさくる しさと 

ちぢれて 悼む 雲の 羊毛 

さんかく 

(三角 やま は ひかりに かすれ) 

( 一 九 二三、 九、 三 〇) 



米国 風の ブリキの 缶で 

たしか メリケン粉 を 捏ねて ゐる 

鳥 はまた 一 つまみ 空から ばら 撒かれ 

一 べんつ めたい 雲の 下で 展開し 

こんど は 巧に 引力の 法則 をつ かって 

遠ぃギリ，^ -1 クの 電線に あつまる 

赤い 碍子のう へに ゐる 

そのき のどくな す、 V めど も 

口笛 を 吹き また 新ら しい 濃い 空気 を 吸へば 

たれで もみん なきの どくになる 

森 は どれ も 群青に 泣いて ゐ るし 



松林なら 地 被 もところ どころ 剥げて 

酸性土壌 ももう 十月に なった の だ 

私の 着物 もす つかり thread-bare 

その 陰影の なかから 

逞 ましい 向 ふの 土方が くしゃみ をす る 

氷河が 海に は ひる やうに 

白い 雲の たくさんの 流れ は 

枯れた 野原に 注いで ゐる 

だから わたくしの ふだん 決して 見ない 

小さな 三角の 前山な ども 

はっきり 白く 浮いて でる 



栗の 梢の モザ イツ クと 

鉄 葉 細工の やなぎの 葉 

水の そばで は 堅い 黄い ろな まるめろ が 

枝 も 裂ける まで 実って ゐる 

(こんど ばら 撒いて しまったら ：： 

ふん ちゃう ど 四十雀の やうに) 

雲 が 縮れて ぎ ら ぎ ら 光る とき 

大きな 帽子 を かぶって 

野原 をお ほ びら にある けたら 

おれ は そのほかに もうなん にも いらない 

火薬 も憐も 大きな 紙幣 も ほしくな い 



q 
〇 



過去 情炎 



截られ た 根から 青 じろ い 樹液が にじみ 

あたらしい 腐植 のに ほひ を 嗅ぎながら 

きらびやかな 雨 あがりの 中には たらけば 

わたくし は 移住の 清教徒です 

雲 はぐら ぐら ゆれて 馳け るし 

梨の 葉に はいちい ち 精巧な 葉脈が あって 

短果 枝に は I 卞が レンズに なり 



じ やうえん 

それ は ひとつの 情炎 だ 

もう 水い ろの 過去に なって ゐる 

( 一 九 二三、 一 〇、 一 五) 



(おい かし は 

てめ いの あだな を 

やまの たばこの 木って いふっての はほんた う 

か) 

きゆうり ゆ-つ 

こんな あかるい 穹 窿と草 を 

はんにち ゆ つくり あるく Y と は 

い つたい なんとい ふおんけ いだら う 

わたくし は それ を はりつけと でもと りか へ る 

こ ひびと とひと めみ る ことで さ へさう でない か 

(おい やまの たばこの 木 

あんまりへ ん なを どり を やる と 



未来派 だってい はれる ぜ) 

わたくし は 森 やの はらの こ ひびと 

蘆の あ ひだ をが さがさ 行け ば 

つ つましく 折られた みどりいろの 通信 は 

い つか ぼけつと に は ひって ゐ るし 

はやしの くらいと こ を あるいて ゐ ると 

三日月が たの くちびるの あとで 

肱 やず ぼんが いっぱいになる 



展 かれる と はお もって ゐた 

けれども- J , J は 空気 も 深 い 淵に なって ゐて 

ごく 強力な 鬼神た ちの 棲み か だ 

一 ぴ きの 鳥 さへ も 見えない 

わたくしが あぶなく その 一 一の 岩 塊 を ふみ 

すこしの 小高い ところに のぼ リ 

さらに つくづく とこの 焼 石の ひろがり をみ わたせば 

雪 を 越えて きたつ めた い 風 はみ ねから 吹き 

雲 は あら はれて つぎから つぎと 消え 

いちいちの 火山 塊の 黒い かげ 

貞享四 年の ち ひさな 噴火から 



き や-つお-つ 

ひじ やうな 饗応 ともかん ずるの だが 

(なぜなら たべものと いふ もの は 

それ をみ て よろこぶ もので 

それから あと はたべ る もの だから) 

ここらで そんな かんがへ は 

あんまり 僭越 かもしれ ない 

とにかく わたくし は 荷物 をお ろし 

灰い ろの 苔に 靴 やから だ を 埋め 

一 つの 赤い 苹果 をた ベる 

うるうる しながら 苹 果に嚙 みつけば 

雪 を 越えて きたつ めたい 風 はみ ねから 吹き 



野 はらの 白樺の 葉 は 紅 や 金 やせ はしく ゆすれ 

北上 山地 は ほのかな 幾 層の 青い 縞 をつ くる 

(あれが ぼくの しゃつ だ 

青い リンネルの 農民 シ ャッだ ) 

( 一 九 二三、 一 〇、 二八) 



ィ ー ハトヴ の 氷霧 

ひょうむ 

けさ はじつ に はじめての 凜々 しい 氷霧だった から 

みんな はまる めろ やなに かまで 出して 歓迎した 

( 一 九 二三、 一 一、 ニニ) 



川 は どんどん 氷 を 流して ゐ るのに 

みんな は生ゴ ムの 長靴 を はき 

狐 や 犬の 毛皮 を 着て 

陶器の 露店 を ひやかした リ 

ぶらさがった 章魚 を 品 さだめした りする 

いちび 

あの にぎやかな 土 沢の 冬の 市日です 

(はんの 木と まば ゆい 雲の アル コ ホル 

あすこに やど りぎ の 黄金 のゴ ー ル が 

さめざめ として ひかっても いい) 

あ、 Josef :?astemack の 指揮す る 

この 冬の 銀河 軽便鉄道 は 



幾重の あえかな 氷 をく ぐり 

(でんしんばしらの 赤い 碍子と 松の 森) 

にせものの 金の メタル を ぶらさげて 

茶い ろの 瞳 を りんと 張り 

つめたく 青ら む 天 椀の 下 

うらら かな 雪の 台地 を 急ぐ もの 

(窓の ガラスの 氷の 羊歯 は 

だんだん 白い 湯気に か はる) 

パッ セン 大 街道の ひのきから 

しづく は 燃えて いちめんに 降り 

はねあがる 青い 枝 や 



紅玉 ゃトパ ー ス またい ろい ろの スペクトル や 

もう まるで 巿 場の やうな 盛んな 取引です 

( 一 九 二三、 一二、 一 〇) 



底本 ： 「宫沢 賢 治 全集 ー」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1986 (昭和 S) 年 2 月^日 第 ー 刷 発行 

1998 (平成^) 年5月^-日第ロ刷発行 

※底本で 注 を 表す 記号と して 用いられ ていた 「※し は 

「*」 に 置き換えました。 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： かとう かおり 

2 000 年^ 月 4 日 公開 

2 00 4 年 3 月^日 修正 
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この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 



